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序論

1人 の男が立 ってい る。銀 の ロングコー トに身 を包 み胸 の前で腕 を組 んで、渋谷セ ンター

街 の真ん 中で仁王立 ち してい る。彼 はナ ンパ師で ある。夜 な夜 な街 に繰 り出 して、次 々に見

知 らぬ女性 に笑顔 で挨拶 す る。あ る女性 が彼 の問い かけに困惑 しなが らも足 を止 め、話 しを

聞 き始めた。彼 らは ものの数分 で も う何年 も共 に過 ご して きたカ ップル かの よ うな親密 な笑

顔 を見せ合 ってい る。そ して数時 間後 には永遠 の別れ の挨拶 を してい る。 一般 的

に男 女が出会い、互いの距離 を縮 め、心身 ともに結びっ き、いずれ その結びっ きがほ どける

まで どれ ほ どの時間がかか るのか。ナ ンパ は一般 的な男女 の 「恋愛」とは比べ物 にな らない

くらいのス ピー ドで、出会いか ら別れ まで を辿 る人間の配偶行動で ある。そ して このセ ッ ト

を何 回 も繰 り返す人 び とが一般 的にナ ンパ師 と呼 ばれ る。本論文 は このナ ンパ師 を社会学的

に分析す る。

ナ ンパ とは一般 的に、主 に男性 が見知 らぬ女性 に性的 な意 図をもってア プローチす るこ と

を言 う。ナ ンパ を進 化心理学的 に研 究 した坂 口菊恵 による とナ ンパは 「一般 に男性 が女性 に

対 して、面識や 交遊 がないのに性 的な意 図を もって声 をかけ誘 うこと」、ナ ンパ され る対象

である女性 目線 か らは 「女性 の受 ける、未知 の男性 か らの予期せ ぬ性的 アプ ローチ」(坂 口:

2009:6,20)と 定義 され る。 では、辞書 においてナ ンパ は どの よ うに定義 されてい るか?実

は、 日本 の辞典 にお いて、 「ナ ンパ」 とカ タカナで書 かれ たものは少 な く、(た とえば 『隠

語大辞典』)ほ とん どが 「軟派」 と表記 され る(『 広辞苑』 『大辞 泉』 『新 明解 国語辞典』

『日本 国語大辞典』な ど)。 『日本国語大辞典』第二版10巻 に収録 され てい る 「軟派」の項

が辞書類 において一番 くわ しいので紹介 しよ う。

なん一ぱ 【軟派 】[名](1)意 見や主義が軟弱な党派。強硬 な意見 を主張す るこ とがで き

ない者。⇔硬 派。(2)新聞 ・雑誌 で、社会面や文芸 、またはっや物 な どの記事 を担 当す る

部 門や その記者 。(3)異性 との交遊や 、華美 な服 装 を好 んです る青少年 の一派。⇔硬派。

(4)(す る)転 じて、俗 に、街頭 で声 をか けて異性 を さそ うこ と。(5)取引市場 で、

相場 が先 ゆき下落す る と見越 して売 りに出 る人々。弱気筋。

本論 文が主た る分析対象 とす るの は、(4)の意味、街 頭 で異性 に声 をかけて誘 う 「ナ ンパ」

であ る。おお よそ、以下 のポイ ン トがその構成 要件 となる。① 男性 が② 見知 らぬ異性 に対 し

て③性 的な意 図を もって声 をかけ、短期的 な性(愛)的 関係 を構 築 してい くこ と。 この コミ

ュニケーシ ョンが 「ナンパ」 と して仮 に定義す る ことがで きる。

本論文 が分析対象 とす るのは、この よ うな一般 的な意 味の 「ナ ンパ」で ある。もちろん、

男性 が見知 らぬ男性 に性的 アプ ローチす る場合 、女性 が女性 に、女性 が男性 にアプ ローチす

る場合(最 後の ものは特 に 「逆ナ ンパ」 と呼ばれ る。)も 存在す るが、本研究 では対象 とし

ない。i

■本論文の構成

第1章 で は、ナンパ の構造 とナ ンパ を成 立 させ る基本 要件 にっいて記述す る。論者 の意 見

では、ナ ンパ は生物学 的な基礎 を持 ち、社会 的な ある条件 を満たす こ とで限定的に生 じる社

会現象 で あるこ とを仮説 に してい る。(こ れ を狭義 のナ ンパ と呼ぶ)

第2章 では、大正期(1915年 頃)か ら現代 に至 るまでの 日本 のナ ンパ の歴 史 を記述す る。

どの よ うな場所 で どの よ うなナ ンパが行われ、その社会 的な意 味を探 る ことを 目的にす る。



第3章 では、前章 を引き継 ぎ、狭義 のナ ンパ が成立す る社会 的要件 を考察す る。この章 で

はナ ンパ か ら社会 をみ る ことを 目的 にす る。その時 、キー ワー ドとな るのは、空 間の変遷 、

意 味の変容 、近代的恋愛イデオ ロギー との関係 であ る。

第4章 で は、ナ ンパ 師それ 自体 に焦点 を当てる。前 章までに検討 した ことに よ り現代 のナ

ンパ を社会的 に意味づ けるこ とは大変難 しくなった。それ で も路 上に立っ ナ ンパ 師を論者 自

身 の フィール ドワー クによ り記述す ることが難 しい現在 のナ ンパ の一考察 を記述す る。

第1章 ナ ンパ とはな にか

■1-1ナ ンパ の構造

ナ ンパ とは一般 的に①男性 が② 見知 らぬ異1生に対 して③性 的な意 図を もって声 をか け、短

期的 な性(愛)的 関係 を構築 してい くこ と。であった ど操作的 に定義 したが、これだ けだ と

その内実 は明 らかでない。この ままで は何 を具体的 に分析 す るのか定かではないので、まず

そ の基本 的なプ ロセスを記述す る。

ここではナンパ の ワンサイ クル を主 な行動/対 応 フェー ズに分 けて説 明す る。 ここで紹介

す るナ ンパ手順 はあ くまで も一般的 なモデルで あって、必ず しも以下の よ うなチ ャー トを辿

るわ けではない。 しか し、この よ うに行動 を抽象化 し理 念化す る と、どの よ うな コ ミュニケ
ー シ ョン ・ゲーム、っま り目標 とル ール が存在 してい るかが見 えて くる。ナ ンパ師た ちが内

輪で使 う特殊 な用語 にっい ては 〈〉で括 って ある。

なお 、以下 は論者 は2012年5月 か ら2014年 の12月 にか けて延べ21人 のナ ンパ師 に帯同 し、

どの よ うなナ ンパ が行われ てい るか を取材 し分析 した結果で ある。

▲ナ ンパの手順

〈声か け〉=出 会い

ナ ンパは まず 出会 うこ とか ら始 め られ る。ナ ンパ において任 意の場所 で性愛対象 にアプ ロ
ーチす るこ とを一般 に 「声かけ」 とい う。この場合 、声 をか けて相 手に取 り合 って貰 え る確

率はナ ンパ師(の 実力)に よって様 々だがお よそ数%～ 十数%程 度 と低い。そのた め、ナ ン

パ 師は一回のナ ンパの機 会 において往 々に して多数 の女性 に声 をか けることにな る。また こ

の よ うな多数 の トライアル が傍 目には手 当た り次第 に声を掛 けてい る軽卒 な行為=ナ ンパ

と して社 会的 に認 知 され てい るであろ うことは想像 に難 くない。辞書の意味 としては、 「ナ

ンパ」 とは この声か けフ ェーズの ことを指す ことが多 い。

声 かけ 目的は相 手に認知 して もら うことである。この声 かけがナ ンパ 師に とって最初 のハ
ー ドル とな る。ナ ンパ師た ちに よれ ば、この声か けが最初 の難 関であって、このフェーズ を

ク リアできれ ばナ ンパ は半分終 わった もの と言 って も過言 ではない。声 かけを して相手 に認

知 され る ことでナ ンパ が始 まる と言 える。道 ばたで声 かけ をす る 〈ス トナ ン〉やナイ トクラ

ブで声 かけす る 〈ク ラナ ン〉で細部 は違 うが基本的 には相手 の視界 に入 り、自らを(好)印

象づ けるこ とが 目的 とされ る。

〈ガ ンシカ〉=拒 絶

声か けによって相手 に認 知 され る段階で相 手か らコ ミュニ ケー シ ョンに全 く応 じられな

い こ とをガ ンシカ(頑 としてシカ ト)と い う。声 をか けて もナ ンパ師 と目を合 わせ ず完全 に

取 り合 わない。主にナ ンパ され る ことに慣れ てい る女性 が、ナ ンパやスカ ウ トな どに完全 に

応 じない こ とを言 う。このガ ンシカ は女性 に とって反復学習 的な対応 であ り、ル ーチ ン的な
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や りと りにな る。ガンシカ され たナ ンパ師は食 い下が って、ガ ンシカ崩 しをす るか引 き下が

るかの選択 をす る。ガ ンシカ崩 しとは声 かけを無視す る女性 にあれ これ の工夫 を して対応 さ

せ るテ クニ ックであ る。この際、ナ ンパ師 は取 り合 わない女性 に話 しかけたまま並行 に追跡

し 〈平行 トー ク〉、身体的 な動作 と発話で女性 にまず 立 ち止ま って も らい 〈ビタ止 め〉、話

しを聞いて も らう環境 を作 ることに腐心す る こととなる。

〈な ごみ〉=受 け入れ⇒親密1生を深 める

声 かけを して反応 を貰 えれ ば、次 はな ごみ のフェー ズに移 る。な ごみ とは、声か け以降の

世 間話や身 の上話 な どを して相手 の女性 と仲 良 くなるこ とである。厳密 には仲良 くな るこ と

が 〈な ごみ〉であ るが、主にそ の後 、居酒屋や カ ラオケ、漫画喫茶 に 〈連れ 出 し〉た り、個

人的 な連絡先 を得 るための橋渡 しの役割 を担 う。相手 の情報 を知 るための質問や 、こち ら側

の感情や意 図を伝 え ることで よ り親密 な会話 を成立 させ る、っ ま り和む こ とが後の 目的 を達

成す る通過点 とな る。 な ごみ フェーズ において重要視 され るのは 「盛 り上が るこ と」11であ

り、 このな ごみ次第 で後 のフェー ズに進 めるか どうかが決 まって来 る。

〈番 ゲ〉=関 係性 の確保

な ごみ フェー ズがク リア されれ ば、次 は具体 的な交渉 フ ェーズ に移行す る。交渉 フェーズ

は番 ゲ と連れ 出 しであ る。番ゲ は相手の電話番 号やLINEな どのスマー トフォ ン用 メ ッセ ンジ

ャー アプ リのIDを 交 換す るこ とである。番 ゲの 目的は声 か け段 階が終了 したあ と、あ らため

て対象 とコミュニケー シ ョンを取 るこ とにあ り、後 のアポイ ン トメ ン ト 〈アポ〉が具体的な

目標 となる。ゆえにナ ンパ師はアポにっ なが る番 ゲを心掛 けるこ とにな る。ここで使 われ る

テ クニ ック としては、相 手の女性 に こち らの電話番号 な りアプ リIDな どを教 え、その場 で電

話 をかけて もら うかメ ッセー ジを送 って も ら うものが ある。こ うす るこ とで相 手か らの コ ミ

ッ トメン トを得 、後 のコ ミュニケv-・一・シ ョンの確 立 を上げ る とい うのだili。また、相 手がその

場で番号 を教 えて くれ ない場合 は 自分の番号のみ を相 手 に渡す 〈ブーメ ラン〉と呼ばれ る行

為 をす る ことになる。このブー メランではナ ンパ 師は対象 の連絡先 を知 ることができず 、相

手か らのメ ッセー ジや着信 を期待す る しかないので、後の コ ミュニケー シ ョン確 率は下が る。

あるナ ンパ師 に よる とブー メランを放 って返信 が くる確率 はか な り低い。

〈連れ 出 し/ア ポ〉=更 なる親密 性の深化

声か け毅階 か らさらに親密性 を深め るため に他 の場所 に一緒 に移動す るこ とを連れ 出 し

とい う。手練 のナ ンパ 師にな ると番 ゲ よ り連れ 出 しを優先順位 に置 くよ うになる。なぜ な ら、

後 日にアポ を とってデー トす るよ りも、即、 目標 であ るセ ックスにっなが るか らである。会

ってその 日中にセ ックスす るこ とをナ ンパ界では 〈即〉と言 い、次回改 めてデー トしセ ック

スに至 らしめる ことを 〈準即〉、次 々回では 〈準準即〉 と呼ばれ る。ナ ンパ界 において価値

が高い とされ るの は即ゆ準即で、声か けか らセ ックスの時間までが数十分程度 の極端 に短 い

ものは 〈弾 丸即〉な どと呼ばれ た りす る。おお よそ であるが、ナ ンパ界 においては声 をかけ

てか らセ ックスまでの時間の短 さが価値 の指標 のひ とっにな る。

ナ ンパ師 は声 をかけて ある程度 の好意的 な レス ポンスを受 け る と連れ 出 し打診 をす るが、

親密性 を深 め るた めによ り閉鎖 的な空 間に移行す ることを 目論む。もちろん、相手 との和 み

の レベル を勘案 しなが ら打診先 を選 定す る。い きな りラブホテルや 自室 、レンタルルー ム(シ

ャ ワーや簡易 ベ ッ ドが取 り付 け られ てい るが、宿泊業 の業態 を とらない施設)に 同行 でき る

な ら苦 は無 いが、大抵の場合 は不可能 であ る。ゆえに、それ らよ り開放度 の高い場所 を選ぶ

ことになる。と言 っても、路上 での立ち話 よ りはプライベ ー トな場所 に行 くことが作業 目的
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であるの で、通常飲 食店やカ ラオケ店 な どに入 ることにな る。多少 の魅 力 を感 じナ ンパ に付

い てい くこ とに した と言 え、相手の女性 か らす る と会ったばか りの男性 と閉鎖 的でプ ライベ
ー トな空 間に行 くことは忌避 され る傾 向 にあ り

、多 くは開放的 な喫茶店 、居酒屋 な どに落 ち

着 くよ うだ。ナ ンパ師が示す魅 惑度合 いや女性 の心理状態 の如何 に よっては、よ りプライベ
ー トな空間 に連れ込む こ とがで きる。そ の場合、カラオ ケ店や漫画 喫茶 の個室、前述 のラブ

ホテルや レンタルルー ムに行 くこ とにな る。その場合ナ ンパ師 に とって 〈即〉の可能性 が高

ま るこ とは言 うまで もない。

〈ギ ラっ き〉=性 交渉の交渉

声かけ、連れ 出 しに成功 したナ ンパ師の最終 目的 はセ ックスで ある。ナ ンパ師 は連れ 出 し

先 の よ りプ ライベ ー トな空間でセ ックスを 目指す ことになる。ここで行われ るのは、単な る

友好 か ら性 交渉 への移行 であ る。仲良 くしゃべ った り、飲 んだ りす るだけではセ ックス をす

ることがで きない。そ こでナ ンパ 師は言葉や ボデ ィタ ッチ による具体的 な誘惑の行動 を とる

ことにな る。 これが 〈ギラ〉や 〈ギラっ き〉 と呼 ばれ る。ギラっ きセ ックスへの誘 惑が上手

くいかない ことを、 〈グダ〉 と呼ぶ。相 手が 「グダグダ」 して言 うこ とをセ ックス に応 じて

くれ ない ことを指す が、この場合ナ ンパ師 は 〈グダ崩 し〉をす ることにな る。セ ックスに応

じる よ うに相手 を説得す るのであるが、キス をす るな どの身体性 に訴 えるものか ら、論理 的

に相手 を説得す るな どの様 々なバ リエー シ ョンが存在 す る。見事 〈ギ ラっ き〉、上手 く誘 惑

できる と、念願 のセ ックスに辿 り付 けるこ とにな る。

■ 目標 はセ ツクス、内容 は親密 度の向上

ナ ンパ師 が仲 間内で使用す る用語 を紹介 しなが ら、ナ ンパ のプ ロセスを記述 したが、論者

が言 うまで もな く、プ レイヤー 自身 この よ うに ある 目的 を達成 す るため にシステマ チ ックに

ナ ンパ を捉 えてい る者が多い。

ここでナ ンパの プロセスっいて再度抽象化 し、単純 にま とめ る と以下の よ うな ものになる。

まず、 目標 としてのセ ックスが あるiv。セ ックスまでの時間や コス トは短小 であ る方 が望 ま

しいが、相手 の都合 上困難 な もの となる。そ こでナンパ 師は最 終 目標 につなが る中間ポイ ン

トを設 け、毅階的 に関門をク リア してい くこ とにな る。目標達成 が容易 であれ ば、設 け られ

るチ ェックポイ ン トも省 略 され ることにな る。

トップダ ウン的 に記述す る と、セ ックス(目 標)や 和み(過 程)Φ 声 かけ(認 知)と なる。

ナンパ では、全 く相 手か ら認知 され てない状態 か ら相手 とかな りの親密性 を共有 してい る状

態 まで持 って行 くことにな る。っま り、① セ ック ス とい う一 般 的 に親 密 度 が か な り高 い

コ ミュ ニ ケー シ ョン を達 成 す るた め に、② 親 密 性 がゼ ロの状 態 か らセ ックス が 可 能 な

レベ ル ま で急 ピ ッチ で 引 き上 げ る こ とが ナ ンパ だ と言 えるこ とになるv。(図1)ナ ンパ

の 目的 はセ ックスであ り、内容は親密度 の向上であ る。仮 に女性 がセ ックスに応 じる親密 度

を10と す る と、相手 か ら認知 され てい ない親密 度0の 状態 か ら親密度10ま で上 げてい くこ と

がナ ンパ の過程 なのである。そ こでは、親密度 の降下 ・停滞 を避 け ることが努力 され(ガ ン

シカ崩 し、グダ崩 しな ど)、 親密度 を段 階的 に上 げて行 くテ クニ ックが駆使 され る(連 れ 出

し、な ごみ、番 ゲ)。

図1)ナ ンパ の プ ロセ ス
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▲ナ ンパの 目的

ではナ ンパ の 目的 はなんだ ろ うか?も ちろん、見知 らぬ女性 たち とのセ ックスであるが、

その内容 はその こ とが よ く現れ てい る証言 をい くっか紹介 したい。

"街に出撃 しτか ら帰 るま で
、 ど初だ けス ト高 を」即拘 るのか。実力 って纏 ヲそ うい うこと

なん ですよ。何件番ゲ した とかそ ういうこと じ†5ない。も ちろん次 につな げるた めに番ゲは

重 要 です。でも、たかだか番ゲ を しτ喜ん でいるよ う0や ナンパ師 とば言えな い。その辺 の

サ ラ グー マンみた いに酔 って遊 当 にナンパ する ぐらいな らいい ですげど、僕 らはぞ うじゃな

い でずか ら。常に繰 をど初だ げ出 すか に重 きを置 いています。どジネス と1可びびゃな いで

すか2"(K氏 イ ンタ ビュー より)

"一回 のアポ ではな るべ く飾 夕ずるよ うに しています。連 れ出 し先 は安 い居酒屋か漫画喫

茶かカ ラオ ケですかね。一回2000円 ぐらいで済1ますこともあ クま す。一ス70000reも か

げてた ら一∠ヲ何回 もできな い びゃな いですか"(M氏 イ ンタ ビュー よ り)

"ナンパ では潰 切 りが弐 切
。初の 者が や クや ずいのは会話が盛 ク±が ってるか らと言 って、

ずっとその女 姓 とば っか りしゃべ って鋸 即 初な いこと。侍周 とお金 を無 駄に した くなか っ

た らどこ で須切 クするか の見極 めが6や ん と できな いとね"(S・T氏 イ ンタ ビュー よ り)

"ナ ンパ
っ て'いうの は最 初 のス ク グーニ ン グ作業 が ほ とん ど やか らね"(K・S氏 イ ンタ ビ

ユー よ り)

おお よそナ ンパ界 において は声 をか けてか らセ ックス に至 るまで の時 間が短い ほ ど価値

が高い とされ てい る。さらに よ り多 くの女性 をナ ンパ しセ ックスまで至 った ことも仲 間内で

の価値指標 とな る。さらに一般 的に容 姿や社会 的地位 が高い女性 を口説 き落 とす ことも 目標

とされ る。例 えば、容 姿の優 れた女性 を多 くのナ ンパ師 は 〈ス ト高〉や 〈スペ 高〉(ス トリ
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一 ト、スペ ックの略で ある)と 呼び、点数 をっ けて後に仲 間内で報告 し合 うこともある。

数 を稼 ぐこ とが望ま しい こ ととされ てい る中で、できるだけ時 間的、金銭 的 リソース を節

約 したか も暗黙の評価軸 にな ってい ることがあ るvi。あ くまで も リソー スを節約す るこ とは、

よ り多 くの女性 と関係す るための外 的条件 にす ぎないので副次的 な ものであ るが、より短時

間でセ ックスまで至 る 〈即〉 の価値 が高い傾 向 も見 られ る。

よ り多 くのナ ンパ を成功 させ るた めには これ以上進展 で きな さそ うな相手 に コス トをか

け るのは得策 ではない。よってナ ンパ をす る際 にナ ンパ師 はその女性がナ ンパ に応 じて くれ、

最終 的にセ ックスでき る相手 か ど うか見極 める作業 を してい る。も しそれ以上の進 展が見込

めない場合彼 らの多 くは手 を引 く。多 くのナ ンパ師は この ことを株 取引の用語 を流用 し 〈損

切 り〉 と呼ぶ。

熟練ナ ンパ師 になるほ ど、少 ない コス トで よ り多 くの成果 をあげ るこ とがで きるよ うにな

る。引用 のKS氏 が述べ るよ うに、〈声かけ〉の段階でナ ンパ師は声 をか ける相 手がナンパ に

応 じて くれ るか ど うか に注意 を払い、実際 にそのス ク リーニ ング能力 が高いほ どナ ンパ に成

功す るよ うで ある。また、ナ ンパ に よくあ う女性 は短期 的に男性 とセ ックスす る志 向が、そ

うで はない女性 よ り比較的強い こ とが明 らか になってい る(坂 口:2009)v11。 ナンパ師 はナ

ンパ に応 じて くれ る女性 を見抜いてい るのだ。

この よ うにナ ンパ師の間では一般 的に、ナ ンパ成功数 の増加 、レベル の高い女性 をナ ンパ

す るこ とviiiがその 目標 となってお り、 よ り多 くの質 の高いナ ンパ を成功す るため に、ひ と

つのナ ンパにかけ るコス トの最小化 が 目指 され る。その際、ナ ンパ をす るか しない かの判断

基準は相 手がナ ンパ に応 じて くれ るか どうか、相手の女性の レベルが高いか ど うかで ある。

図2)ナ ンパ の 目的 と手段

■1-2ナ ンパ を成 立 させ る生物学的基礎

前項 ではナ ンパ の手順 とナ ンパ の 目的 と手段 を記述 し、そ の大枠 が分 かった。では これ ら
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の行為 はいったい どの よ うな条件 で成 り立っ のだろ うか。進化 心理学者 のデ ヴィッ ド・バ ス

とデ ヴィッ ド・シュ ミッ トは1993年 に 「性戦略 の理論」ix(sexstrategiestheory)を 打

ち 出 し、 ヒ トは男女 ともに性行 動 にお いて進化 心理学的 には短期 的配 偶戦 略(short-term

matingstrategy)と 長期 的配偶戦 略(10ng-termmatingstrategy)の2っ に大別 され る戦

略 を用 いている と主張 した。短期 的配偶戦 略 とはカ ジュアル ・セ ックスの よ うに さま ざまな

相手 と短期 の間に性的 関係 を結んでい くス タイル で、長期的配 偶戦 略 とは結婚 の よ うに長期

にわたって特定の相手 と関係 す るス タイルの こ とで ある。例 えば多 くの社会 にお いて男性 の

方 が短期 的配偶戦 略に許容 的 であるxよ うに、バ ス らは男女がそれ ぞれ の配偶戦略 を通 して

解決 しなけれ ばな らない進 化上の適応課題 は互い に異 なってい ると述べ てい る。他 にも、男

性 に とって、カジュアル ・セ ックスが もた らす最 大の利益 は、子孫 の数 がそれ だけ増 える こ

とであ り、そのため男性 に とっては、いかに して数多 くの異な る女性 とセ ックスす るか とい

うことが適応 上の課題 となって きた。

図3)2つ の配偶戦 略 とその要点

男性 女性
1.パ ー トナ ー 数 の増 大 1.相 手 か らす ぐに資源 を引

2.女 性 が性 的 に近 づ きやす き出せ る こと

短期的配偶戦略 いか ど うか の見極 め 2.長 期 的 な パ ー トナ ー に な

3.コ ス ト 、 リ ス ク 、 コ ミ ッ る可能性

トメン トの最小化 3.遺 伝 子 の質

4.妊 娠 力の高い女性の判別 4.長 期 的 な パ ー トナ ー を 替

える ときの予備

1.父 性 の信頼(投 資 先 が 自 1.投 資 能 力

分の子供 か ど うか) 2.相 手 の男性 が投資 す る気

2.女 性 の生殖 能力 があるか ど うかの見極 め

長期的配偶戦略 3.関 係 へ の コ ミ ッ トメ ン 3.身 体的 な保護

ト 4.関 係 へ の コ ミ ッ トメ ン ト

4.子 育 て の ス キ ル 5.子 育 て の ス キル

5.遺 伝子 の質 6.遺 伝子の質

配 偶 戦 略 の 文脈 別 、 男性 ・女性 それ ぞ れ が パ ー トナ ー 選 択 の 際 に求 め る もの

Buss&Schmitt(1993)よ り。

バス らによれ ば、人間 にはこの よ うな配偶上 の戦略 と要点が ある。 ここで、人 間の男性 の

短期 的配偶戦 略 と、前項 で見て きたナ ンパ師た ちによるナ ンパの 目的 と手段(図2)に 照 ら

し合 わせ ると、これ らの要点は ほぼ一致す る。逆 にバス らが言 うところの短期的配偶戦略 が、

ナ ンパ師たちの行動基準 をそ のままなぞってい るかの よ うであ る。とい うこ とは、ヒ トは進

化 の適応 上何 百万年 も前 か らナ ンパ して きた と言 えるの だろ うか?論 者 の考 えでは あ くま

で もこの短期的配偶行動 の志 向性 はナ ンパ をす る生得 的な基礎 に過 ぎない。とい うのも周 り

も見れ ば明 らかなよ うに、あ らゆる人間の男性 がナ ンパす るわ けではない し、性行動 は個体

差 に よる ところが大 きいか らで ある。もちろんバ ス らが提唱 してい る性戦略理論 はあ くまで

も基礎 的な理論で あって、当て はま らない個体 が存在 していない こ とを証明 してい るわ けで
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は な い。x1

■1-3ナ ンパ を成 立 させ る社 会 的 条 件

日本 の社会学 的な統計調査 に よれ ば、ナ ンパ をす る男性 は少数 で あ り、しか も時代 によっ

てその割合 が異 なって くる。た とえば、2011年 の 『若者 の 「性 」 白書』の調査では大学生の

男子 のナンパ経験率 は9.8%、 女子1.2%。 被経験率 は男子7.1%、 女子40.4%で ある。今 現

在 でナ ンパ を してい る若者 は多 くて10%程 度 である。 また、1974年 の調 査で は男子 経験率

29.6%、 女子経験率5.9%で ある(『 青少年 の性行動』)。 進 化生物学的 には人間の男性 は

「ナ ンパ 的」なのに、なぜ この よ うな結果が 出るのだろ うか?生 物学的な基礎 を超 えた差異 、

文化差や社会的 な要因 が関係 してい るので はない か。っま り、ナ ンパ は生物学的な基礎付 け

だけでは成立せず、社会 的な背景 がない と成 立 しないのであ る。そ して前述 した通 りに、生

物学 的な基礎づ けを超 えて成 立 し、記述 され 、話 され る 「ナ ンパ」 を狭義 のナ ンパ と呼び、

社会学 が扱 えるもの として記述す る。

ではいかなる、社会 的背景 が この狭義 のナ ンパ を成 立 させ るのだろ うか。この問いに答 え

るため、次章 ではナ ンパそれ 自体 を歴史社会学 的に検討す る。 「男性 が見知 らぬ女性 に声 を

かけ、親密度 を急 ピッチで引き上 げセ ックスをす ること」とい う意 味でのナ ンパ が、どの よ

うに して社会 に登場 し、どの よ うに社会 にまな ざされ て きたか、その歴史 を記述す ることに

よって、ナ ンパ を成 立 させ るも うひ とっの重要 な ピース が明 らか にな る。

第2章 ナンパの社会史

■2-1ナ ンパ はいっか ら存在 してい るか

日本 においてナ ンパ とい う行 為はいっか ら存在 してい るのだ ろ うか?フ ランス文学者 の

鹿 島茂 は以下の よ うに指摘す る。

日本語 にはナ ンパ とい う言葉が登場す る以前 には、それ を指す言葉 がなかった とい うこ

とだ。それ どころか、男女 の婚前交 際が原則禁止 され ていた時代 の 日本 では、ナ ンパ と

い う言葉 が指 し示す行為、っ ま り 「男 が街頭 でい きな り女 に声 をかけて誘 う」 とい う行

為 もほ とん どない に等 しか ったので ある(鹿 島=2003)

鹿 島が想 定す る 「男女 の婚前交渉 が原則禁止 され ていた時代」がいっ なのかが分 か らない

限 りこの言 説の真偽 の判 定はで きないが、鹿 島はそ の後 「1970年前後 にセ クシャル ・レボ リ

ュー シ ョンが起 こ り、街頭 で声 をか ける男 とそれ に付 いて行 く女 の子 の数 が一気 に増加 した」

と続 けるか ら、おお よそ1970年 頃か ら本格 的にナ ンパが増 えたのだろ うと予測 してい ること

が伺 える。

近代 の 日本において婚 前交渉 が禁止 されていた時代 は戦後～1960年 代 にかけてであ るが、

む しろ戦前 の 日本 では恋愛 と結婚 は比較 的分離 していた。た とえば上流階級 の男性 は結婚 の

外 で妾を持 っ と言 った恋愛 とセ ックスの 自由があった し、庶 民の間では夜這 の習慣 があった

(山 田:1996)。 鹿 島や 山 田が言 うよ うに、戦後 自由な男女交際が減少す る。そ の理 由は戦

時下体制 にあった と山 田は指摘す る。総力戦 の遂行 のために恋愛や性 関係 が国家 に よって統

制 され る よ うになった とい うのだ。その 中で強調 されたの は家族 の秩序や 道徳 で、家族 を こ

わす よ うな 自由な感 情(婚 前交渉 や結婚外 の男女 関係)は よくない もの として禁止 され てい

く。逆 に強調 された のが、 「愛情 あふれ る家族」像 であ り、親 しい 関係 は家族の 中で完結 さ

せ、家族の外 に出て くるこ とを抑圧 しよ うとした と言 うのだ(山 田:1996)。
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この よ うな事実か ら、おそ らく鹿 島は1970年 代以前の婚前交渉禁止 の時代 にナ ンパ がほ と

ん ど存在 しなか った と主張す るので あろ うが、実 際の ところ、渦中の1960年 代 にす でにナ ン

パ は存在 し、それ を指 し示す言葉 もあったx11。また、恋愛が戦 後25年 よ り自由だった戦前 で

ある1900年 代前半 にも 日本社 会 にナ ンパ は存在 していたのであ る(鎭 唯剣 客 「堕落學生 の硬

派軟派」長髪逸士 「全 國不 良學生概観」共 に1915『 武侠世 界』)。

▲資料 としての雑誌

管見の限 りではナ ンパ を歴 史的に記述 した学術研究や 書i籍は存在 しないが 、明治時代か ら

現 代 にか けて膨 大な量 のナ ンパ に関す る雑誌 の記事 は存在す る。最 も古いナ ンパ に関す る資

料 は1915年4月15日 発行 の評論雑誌 『武侠世界』 にお け る 「軟派」 に関す る記事 である。 こ

の雑誌 では、主に教育系 の論客 、軍人 、ジャーナ リス ト、ライ ター が、彼 らに とって は問題

のあ る当時の学 生を、逸脱者 ・不 良 として評論 してい る。

この中で不 良少年 とい う存在 は 「硬派」と 「軟 派」の2っ の タイプに分 けられ てい る。 「帝

都 を横行す る不 良學生 の中には、腕力 を武器 として喧嘩 口論 を得意 とす る硬 派 と稻す べ きも

の と、婦女子 に關係 をっ けて金銭 を捲上 るこ とを唯一 の手段 とす る所謂軟 派な るものの二っ

があ る」(鎭 唯剣客1915)こ の記述 か らも分 かる通 り、大正期で は 「男性 が性 的意 図 を持

って見知 らぬ女性 にア プ ローチす る」こ とがナ ンパで はな く、そのプ レイ ヤー を 「軟派」 と

呼 んだ。っま り 「軟派」は今 で言 うところのナ ンパ 師で あ り、 「ナ ンパ」の語源 は意 味的 に

は 「ナ ンパ師」 なので ある。

雑誌 の性格 を概 括す る と、1915年 ごろ～1970年 代 中 ごろまでは、主 にナ ンパ とい う行為 そ

のものやナ ンパ をす る者 た ち とそれ に応 じる者 た ちのル ポター ジュで あ り、教 育者や雑誌記

者 な どプ レイヤーでない者 か らの 「外 の視座 」で語 られ ることが多 い。1970年 代 までにナ ン

パ はす でに存在 していた ものの、その資料数 の少 な さか ら、人 口に膳 衆 していた もの とは言

い がた く、物珍 しさか らこの よ うな性格 の記事 にな るこ とが想像 でき る。

1978年 ごろを境 に1980年 代以降は、ル ポ的 な ものか らナ ンパ の体験記やテ クニ ック、マニ

ュアル と言 った記事 に比重が移 ってい く。特 に1980年 代前半は 『週刊プ レイ ボーイ』 『平凡

パ ンチ』 『GORO』な どの青年 向 け週刊誌 が毎週 の よ うにナ ンパ特集 の記事 を載せ るよ うにな

り、ナ ンパ に関す る記事 が一気 に増 える。っま り週刊誌 にお けるナ ンパ の扱 いは1980年 ごろ

を境 に して、外的一観 察的 なものか ら、内的一行為 的な ものにシフ トしてい く。っ ま りこの頃

か ら、ナ ンパ は観察対象 で しかない逸脱や奇妙 なサ ブカル チャー か ら、多 くの人 が実践す る

ポ ップカル チ ャー としてその意 味 を変遷 させ てい った。

いずれ にせ よ、日本 にお けるナ ンパ を歴史的 に記述 しよ うとすれ ば、先行研究 がない以上 、

時代 の風俗 を写 し出す雑誌 か らその情報 を得 て分析 してい くのは不適切 ではないだろ う。本

研 究では、公益財 団法人大宅壮一文庫所蔵 の約76万 冊(2015年11月)の 雑誌 の 中か ら 「ナ ン

パ」 「なんぱ」 「軟派」 「ガールハ ン ト」をキー ワー ドとして検索 をか け(結 果4725件 最

終検 索2016年1月)、 中で も 「主に男性 が見知 らぬ女性 に性 的な意 図をアプ ローチす ること」

を主題 と した記事498件 を資料 として扱 う。この方法 で ヒッ トした記事 を年代別 に分 ける と、

1910年 代 が1件 、1930年 代 が0件 、1940年 代～1950年 代 は0件 、1960年 代 が8件 、1970年 代が

29件 、1980年 代 が131件 、1990年 代 が182件 、2000年 代 が105件 、2010年 代が42件 と、年代 に

よって資料数 が大 き く違 う。極端 に資料 の少 ない1960年 代 までのナ ンパ にっいては、全体像

を描 くことが難 しく、あ くまで も現代 に連な るナ ンパ の系譜イ メー ジを捉 えるもの として記

述す る。本格的 に資料 が増 える1970年 代以降は資料数 の増加 に ともな って ある程度適切 な 当

時の社会 にお けるナ ンパの扱われ方が見 えて くる と思 われ る。また、雑誌 記事 とい う特性 上、

その 内容 は事実の正確 な記 述 とい うよ り、読者 を楽 しませ よ うと内容 を戯 画化 してい るもの
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が多い と考 え られ る。ゆえに記事 中の評論部 分や読者 に読ませ よ うとす るための レ トリック、

誇張な どに極力注意 し、その よ うな部分 にっ いては排 除す る。事実が記載 され てい ると思 わ

れ る部分 を 「ピックア ップ」 し、あ くまで も当時の社 会的な事実 としてのナ ンパ にっ いて概

観 し、ナ ンパの歴史的変遷 として記述 してい く。

■2-21910年 代一大 正 期 の ナ ンパ ～都 市 を うろっ く不 良 少年 た ち～

先述 の よ うに、ナ ンパ とい う言葉 は、今 で言 うところのナ ンパ師 の意味 を持っ 「軟派 」が

語源 であ ったが、では当時、そ の 「軟派」と呼ばれ た人 び とは どの よ うな青年 たちであ りど

の よ うなナ ンパ を していたのだろ うか?

先 の 『武侠世界』の記事 に よる と1915年 当時の軟派 は、流行 に敏感 でフ ァッシ ョンに気 を

使 い、過激 と言 われ てい た ヨー ロッパ の恋愛小説や 自然主義 に影響 を受 け、欧米 スタイルの

自由恋愛 を彼 ら流 に実践 していた と言 う。

「ドウスル連 」 「フ レン ド」 とい う例外 的な一部 の軟派 グルー プを除 き、一般的 な軟派 は

硬派 の よ うに団体 で行動す ることは少 ない。「眞の實行派 にな ると全然輩独行動 を執って居」

た。その風貌 は 「衣物 の如 きも軟 か物 を踵の隠れ る程 に着流 し、帯 も色物 の縮緬 を用ゐ ざれ

ば 白縮緬 の兵児帯 を締 め ると云 うふ うや うに常にヂ ャラ 》し」してお り、女性の 目を惹 き付

け るための コーデ ィネー トを心掛 けていた よ うである。ハーモ ニカや ヴァイオ リン と言 った

趣味 も女性 を惹 き付 け るための小道具 であ り、フ ァッシ ョンか らナ ンパの小道具 まで工夫 を

凝 らす ところは現代 のナ ンパ師 と変 わ らないxiii。

軟派 は、浅草 の映画館や 、縁 日、祭 り、公 園な どの盛 り場 で女性 にアプ ローチ した。路上

ナ ンパ の方 法 としては、当時の女性言葉 な どを敢 えて使 用 しラブ レターや名刺 を したため、

歩い てい る女性 の着物 の挟 に滑 りこませ た り、道や公 園で見 かけた女性 を尾行 し声 をか けて

い た よ うだ。アプ ローチの方 法 も今 のナ ンパの手法 と極 めて似 てお り、現代のナ ンパ師が渋

谷 のセ ンター街 で 〈声か け〉を して女性 と連絡先 を交換す る 〈番 ゲ〉す るナ ンパの手順 と本

質的 には変 わ らない と言 える。また、映画館 な どでは女性 の隣の席 に座 り、手 に触 れてみた

後、相手 が拒絶 しな けれ ば手 を握 る とい うナンパ の手法 と して開発 していた よ うだ。他 にも、

わ ざとっ まつい て女性 にぶっか り「ご免 な さい」な どと言 って話 しの きっか けをっ くった り、

道な どを尋ね て話 しの きっか けを作 る手法 もあった との こ とで ある。(鎭 唯:1915)こ のあ

た りも現在 でい うところの 〈間接 法ナ ンパ〉 と全 く変わ らない。

軟派 はナ ンパの経験が浅い段階で は、女性 たち と性 的関係 を結ぶ だけに止 ま るが、金銭 に

困 りだす と彼 女た ちか ら小遣い をも らった り、関係 した女性 を風俗 店な どに売 り飛 ば した り、

働 かせ た りす るよ うにな る場合 もあったそ うだ。っ ま り現代 で言 うところの 「ヒモ」が軟派

か ら派 生 していた よ うだ。

また、軟派 は当時の 「大人」か らまな ざされた不 良学生 のひ とっ であるか ら、多 くは学 生

の身分 だ った。 当時の学生 はエ リー ト階級の子女で ある ことがほ とん どで(桜 井:1997)、

す なわち軟派 も上流 ～中流 の家庭 の子女 であった。軟派 は 日露戦争集結 の1905年 以 降観察 さ

れ るよ うにな り、 「明治40年(1907年)以 後 はだ んだん殖 える一方 である」であった(鎭 唯

1915)。

また、同雑誌 にお ける長髪逸 士の記事 によると、東京 や大阪、神戸、仙 台 、名古屋 、福 岡

な どの各地方大都市 か ら、浜松 、岡崎 、甲府 、富山の中規模都 市、当時の植民地 であった台

湾 な どに、そ の姿 を確認す る ことができた とい う。

この時期 の多 くのジャーナ リズム報告 では硬派 と軟派 を違 う青年像 として描 きだ してい

る(鎭 唯:1915,礫 川:1913)。
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一方 で
、神 戸 を本拠地 とす る白手組(ホ ワイ トハ ン ド)と い う230人 を超す大所帯 の不 良

少年 グループ な ど、硬派 と軟派 を併せ 持っハイブ リッ ドな組織 もあった よ うだ。A組 とい う

美少年 のみで組織 された対婦女子 ナ ンパ専門の部 隊。A組 を監督 しっっ、脅迫や喧嘩 を得意

とす る硬 派のK組 。さらにK組 の中で もエ リー トか ら選 ばれ 、組織全体 を監督 し、外 交、会計 、

秘書 を司 る幹 部 としてM組 の三部 に分かれ ていた(長 髪:1915)。

▲硬派

本論文 で注 目す るのはナ ンパ を していた 「軟派」で あるが、その同類 であ り、対照的 な存

在 と して扱 われ る硬 派 とはいかな る存在 だったのだろ うか。彼 らは、例 えば 『骸骨 団』 『タ

イガー倶楽部』な どとい うチー ム名 を名 乗 って徒 党 を組 み、チー ム間で喧嘩や抗争 を繰 り返

す武闘派 であ り、基本的 には軟派 の よ うに女性 とは交 際せず 、美少年 を愛でていた。ある種

当時 は異性愛 が軟派 で、同性愛 が硬 派だった と言 え よ う。明治33年 には東京水道橋 で、ひ と

りの美少年 をめ ぐって3っ の不 良少年チー ムが集 ま り動員200人 の大乱闘事件 が発生 した。

彼 らはグルー プ を成 して喧嘩 に明け暮れ てい た。明治維 新 当時 の志士 の よ うな振 る舞い を

真似 た 自由民権運動 の壮 士を さらに真似 て、町 中で徒 党 を組 み、喧嘩や 口論 し、短刀 、ピス

トル 、ナイ フ、ステ ッキ、十手な どの危 険物 を懐 中 し、縁 日や公 園で他 の硬派 グループ と喧

嘩や決闘す る。彼 らはバ ンカ ラな どとも呼 ばれ、その風貌 は 「破帽弊衣 を得意 が り、をかま

防止 に朴歯 の下駄 をガタっ かせ て大道狭 しと澗歩す る」と形容 され る。明治32年=西 暦1899

年頃 に東京 ・神 田を中心 として勢力 を張 った 「東櫻倶樂部」300人 以上 、 「芙蓉義團」200

人以上 、 「血青 團」150人 程度 、を筆頭 とし、数 え られ るだけでも十数 の硬 派不良少年 グル
ー プが あった。(鎭 唯:1915)

▲明治一大正期 のナ ンパ師 とはい かなる存在か?

硬 派 と軟派 は主 に当時 の不 良学生 を中心 とした若者 の タイ プで あって、構成 員は上～ 中流

家庭の 出 自の若者 が多 かった(桜 井:1997)。 金 に不 自由 してい ないか らこそモ ラ トリアム

の遊び として喧嘩やナ ンパ に勤 しむ こ とがで きた。この よ うに当時の雑誌 記事 を見てい くと、

おお よそ 当時 のナ ンパ師=軟 派 は次の よ うにま とめるこ とがで きる。

風貌:当 世風 に見 て、女 らしい。チ ャラチ ャラ してい る。

活 動地域:東 京 を中心 として大阪、神 戸、仙 台、名 古屋 、福岡 な どの都 市部

活 動場所:活 動写真館、縁 日、祭 り、公園な どの盛 り場

属性:上 流～ 中流家庭の子女

硬派 グル ー プは1900年 ごろにすで に東京 の盛 り場 には存在 し、少な くとも軟 派 も1907年 ご

ろには確認 されていた。 そ して、100年 前の軟派 た ちの 「ナ ンパ」 は現代のそれ と大 きく変

わ らず 、派手な服装で盛 り場 を練 り歩 き、 「容色 よき令嬢」に 〈声か け〉を して籠絡す る……

(鎭唯:1915)お お よそ、まだナ ンパ とい う行為 はメジャー な ものではない し、そ もそ も 〈声

かけ〉の こ とをナ ンパ とは呼んでい なか った。また、ナ ンパのプ レイヤーた ちも都 市部 に住

む学生 であ り、時 間的 にも金銭的 にも比較的 に裕 福 なもの であった。ナ ンパ をす るためには、

時 間や金銭 の リソースが重要 な ことは1章 で検討 したが、100年 前のプ レイ ヤー たちは この

条件 を満 たす ことので きるわず かな存在 であっただろ う。

■2-31960年 代 のナ ンパ ～お ぼ っ ち ゃ ん た ち の反 抗 ～
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かっ て 「ナ ンパ」は 「軟派」 とい う不 良青年 のキャラクター を表す言葉 であったが、これ

がいっ カタカナ の 「ナ ンパ」にな ったのだ ろ うか?っ ま り、人 の属性 を指 し示す ものか ら 「主

に男性 が見知 らぬ女性 に性的 な意 図をアプローチす るこ と」とい う行為の意味 として使 われ

る よ うになったのだろ うか。

管見の 限 りではナ ンパ とい う言葉が 日本の雑誌 メデ ィア に現れ始めたのは戦 後20年 後

程度の こ とで、1965年 の 『週刊 サ ンケイ』の記事 に見 られ る。1930年 代や1950年 代 に も雑誌

上で 「軟派」 とい う言葉 は使 われ てい るが、まだ 「ナ ンパ」は見 られ なかった。また、記述

されてい る内容 について も 「男性 の見知 らぬ女性へのアプ ローチ」とい う意 味ではな く、新

聞や文学での意味 で使用 されていた。後の1980年 代 にナ ンパ の特集雑誌 を多数組む ことにな

る 『週 刊プ レイ ボーイ』(集 英社)の 創刊が1966年 であるが、 この雑誌 で もまだ 「ナ ンパ」

とい う用語 は使 っていない。 しか し、1967年 には 「日本 青年 の海 外ハ ン ト武勇伝 」とい うタ

イ トル で、ナ ンパ 的な特集 を組 んでい る。ただ 日本 のナ ンパ シー ンを記述 した ものではない。

とは言 いっっ も、60年代のプ レイボーイ誌 ではす でに後 の消費文化 の流れ に乗 るナ ンパ の先

駆 けの よ うな、 「軟派な」記事 が多数組 まれ ているXIV

数少 ない、1960年 代 のナ ンパ記事 であるが、どの よ うな ものだったのだろ うか?先 に紹介

した、1965年3月22日 発行 の 『週刊 サ ンケイ』 が 「マ ッハ族」 「フーテ ン部 隊」 と呼 ばれ る

若者 たちを紹介 してお り、彼 らはナ ンパ を 目的 として銀座 に集 ってきてい ると報告 してい る。

本記事 に よると、彼 らマ ッハ族、フーテ ン部 隊の少年た ちは銀座 にや ってきて何 をす るで も

な くたむろ してい る。スポー ツカー に乗 って銀座 を走 りま くる 「マ ッハ族 」。彼 らは10代 後

半～20代 後 半までの男性 で、また女性 を同伴 してやって くるものた ちもい る。ポル シェな ど

の高級車 に乗 ってい る者 も確認 され た よ うだ。も う一っの グルー プは 「フーテ ン族 」。こち

らはマ ッハ族 よ りも比較 的若 く、中学生～高校 生で構成 され る。まだ 自動車免許が取得で き

ない年齢 の若者 た ちが コンチネ ンタルル ックや アイ ビール ックで身 を包み 、銀座 の路上で仲

間 と談話 した りナ ンパ を した りす る とい うのだ。両者 とも比較的裕福 な家庭 の子女で あった

よ うで、フーテ ン族 の少年少女 は.月5000円 ～10000円 の小遣い を貰 ってい る と証言 してい る。

2015年 現在 の消費物価指数 は1965年 のお よそ4.2倍xv(統 計局:2015)で あるか ら、現在の価

値 に換算す る と約20000円 ～40000円 ものの小遣い を貰 ってい たこ とになる。現代(2012年7

月)の 高校 生の小遣い平均額 は4585円(公 益財 団法人消費者 教育支援セ ンター と公益財 団法

人生命 保険文化セ ンター:2012)で あ るか ら、その4.36倍 ～8.72倍xv1に 値す る小遣い を得

ていた とい うことになる。

少 し年 上世代 である 「マ ッハ族」の青年 たちは 自家用 の 自動車 で乗 り付 けていた し、ある

19歳 の少年 はバー でのアルバイ ト代25000円 と家か らの小遣 いが50000円 もあったそ うで あ

る。フー テン族 とマ ッハ族 には直接 的な結 びっ きはなかった よ うだが、フーテ ン族 はいわば

マ ッハ族 の予備 軍の よ うな存在 で あ り、共 に裕福 な家庭 の子女 が 「家庭 か ら、学校 か ら、す

べての束縛 か ら飛び 出」す先 として銀座 を選 び、たむ ろ し、そ こでナ ンパ を していた。

では彼 らの行 うナ ンパ とは一体 どんな ものであったのだろ うか?あ るフーテ ン族 の少年

は 「ナ ンパ して、サテ ン(喫 茶店)に 行 ったんだ。 き ょうは、11時 に出てきて よオ、も う三

回 もサテ ンに行 った」 とか 「ナ ンパ っての はサ、街 で女 の子誘 って さサ、サテ ンへ行 って、

そい で しゃべ った りす るんだ よな。ただそれだ けだ よ。そ りゃいっ しょに旅館 に行 った りす

るの もあるけ どサ」な どと述 べてい る。同 じよ うにマ ッハ族 の青年 も 「車だ と金 も最低 の線

ですむ もん な。旅館 代はい らない しよオ。ヘ ッ ドライ ト当て られて も反射す るか ら、なかは
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見 えない しよ」、 「車 で遠 出 して さア、おそ くなっちま えばよ、帰 ろ うなんて女はいない も

ん な」 と証言 してい る。

彼 らとたむ ろ行為 を共 にす る女子た ちも積極 的にマ ッハ族 の車 に 「乗せ てって よ」な どと

誘 っていた。彼女 たち もナ ンパ少年 たち と同 じよ うに、裕福 な家庭 の子女 であ り、家庭 の束

縛 を逃 れて銀座 にや って きていた。 「(家 に)帰 りた くない の」 「ウチなんかいて もど うし

よ うもない もん」 「ここにいて、み んな とさわい でい るほ うが気楽だ し」な どとい う彼女 た

ちの 中には家 出を した者 たち も多数 いた。 当時 の警察 は 「(銀 座 にたむ ろす る少年少女 の)

家庭 はみな 中流以上 で、貧 困 とい うのはあ りません。家 出の原 因は家庭 の無理解 、無 関心、

愛情 の欠如 ですかね。家庭 をきらって る」と証言す る。あるフーテ ン族 の少年 も 「オ レたち、

なんで こんな とこにい るかわか る?家 庭 に問題 があ るか らです よ。親 が理解 がないか らです

よ。好奇 心ての もあるけ どね」 と言 ってい る。

また、1968年6月 発行 の 『文藝春秋漫画読本』では深夜 の原宿 にスポー ツカー で集 まる 「原

宿族」へのイ ンタ ビュー が掲載 されてい る。彼 らも銀座 の 「マ ッハ族」 と同 じよ うに、 「親

の買って くれ たスポー ツ ・カー」を乗 り廻 して、 「カ ッコいい女の子 を探」 し、ナ ンパ して

江 ノ島あた りに ドライブ に行 くのだ と言 う。彼 らはイ ンタ ビューア の風俗小説家 ・梶 山季之

がセ ックス を してい るのか どうかを聞 くと、お茶 を濁す よ うに して 「彼女 か ら断 られ た ら悪

い もんな!」 と積極性 を否定 してい る。この よ うな消極的 な少年 たちを梶 山はナ ンパ な どは

断 られ て もとも とで、最近 の若者 は覇気が ない と誌 上で説教 してい るのだ が、いずれ にせ よ

この時代 には東京 の夜 の繁華街 な どに 自動車 で乗 り付 け、ナ ンパ してい る者 たちがい た よ う

だ。

これ らのル ポタージ ュに現れ るナ ンパ のプ レイヤー は、いずれ も中流以上 の裕福 な家庭 の

子女 であって、家庭 や学校 か らの逃避 、モ ラ トリアム的な行動 として銀座 や原宿 に集 ま り、

ナ ンパ を していた よ うだ。彼 らは大正期 の軟派 と同 じく、時間的金 銭的 に余裕 が あ り(ナ ン

パ の条件)、 家庭 や学校 への反抗 として(ナ ンパの動機)ナ ンパ を してい た ことが伺 える。

1960年 代 の 日本 において 「学校」や 「家庭 」はそ の支配下 にあった少年 たちに とって敵意 の

対象 となってお り(桜 井:1997)、 少年少女 は家や学校 を抜 け出 して、都市 の繁華街 な どに

たむ ろす る ことが社会 問題 になっていた。1960年 代後半 は1947年 ～1949年 生 まれ のベ ビー プ
ー ム世代 が10代 後 半～20代 前半を迎 え 「若者」が台頭 して きた時代で もあった。このよ うな

社会状況 の中で、 「坊 ちゃん嬢 ちゃん」たちの 「反抗」 として のナ ンパ が行 われてい たの で

ある。銀座 にスポー ツカー で乗 り付 け、アイ ビール ックに身 を包 んで ミニスカー トの女の子

をナ ンパす る……大正期 までではないが、まだ経 済的、時間的 に余裕 のある都市 中間層の子

女 がナ ンパ の主役 であった。しか し、このころか ら急激 に高学歴化 し1965年 には高校 進学率

が70%を 超 え、時間的に余裕 の若者 が急増 した と言 える。そのため、例 えばナ ンパ のプ レイ

ヤー に多 くの若者 が参入 し、必ず しもお金持 ちの子女で はな くて も銀座 な どの盛 り場 に遊び

に来 られ るよ うになったのであるXV11。ここにナ ンパ がす でに反社会的 な ものか ら消費社会

的な もの に移行 しっっ あ るとい うこ とが見 られ る。っ ま り、大正期の よ うにご くわずかのエ

リー ト層 の不良学生文化 であったナ ンパが徐 々にその下の層 にも落 ちて くるのが この時期

なので ある。

風 貌:ア イ ビール ック、 コンチ ネ ン タルル ッ ク、英 国紳 士 風 な ど。

活 動 地域:東 京 の 繁 華街 を 中心 と して い た。 銀 座 、原 宿 、横 浜 な ど。

活 動 場 所:ス トリー ト、盛 り場 、公 園 、 江 ノ島 な どの リゾー ト地 に
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属性:上 流～ 中流家庭 の子女(都 市 中産階級)当 時、高級 スポー ツカー を 自家用車

で持 てる ぐらいの上層 レベル～それ に憧れ る庶民層まで。団塊の世代。

■2-41970年 代 のナ ンパ ～ナ ンパ の大 衆 化 ～

1968年 か ら1969年 にかけて全 国の大学で は安保闘争 が盛 ん にな ってい った。また、1970

年の よ ど号ハイ ジャ ック事件 、1972年 のあ さま山荘事件 な ど、 この時代 が熱い 「政治 の季

節」であった ことはその記憶 がない者 たちに とって も常識 である。そ して 日本社会 が高度 に

消費化 し、社会 が豊 かになってい くことと反比例 して政治 の季節 は終 わって行 く。ではナ ン

パ は政治の側 にっい たのか、消費 の側 にっい たのか?言 うまで もな く、後者 であ る。60年

代 に銀座 に集 った若者 た ちはすで に 「消費す る若者 」で あった(宮 台 ・石原 ・大塚:2007)。

そ して ここに集 う消費 す る若 者 たちの 中か ら当時のナ ンパ のプ レイヤー も生まれてい た こ

とは前項で指 摘 した通 りで ある。1970年 に大学進学率 は23.6%、75年 には37.8%ま で上昇

し、それ までの よ うな大学 生=エ リー トではな く、大衆 と しての大学 生をべ 一ス と した学生

文化 が70年 代 を通 じて浮上 して くることにな る(難 波:2007)。60年 代 までの よ うなある種

の不良文化エ リー トた ちがやっていたナ ンパ も、徐 々に大衆 と しての大学生 たちの手 に渡 っ

て行 くのであ る。

1969年1月9日 発行の 『週刊大衆』 は、大学構…内でヘル メ ッ トにゲバ棒 を持っ全学連 の

学生の横 では、多 くの学生 たちが性 に没頭 してい る と記述す る。年末 になれ ば学校 には登校

せず アルバイ トに勤 しみ 日々ナ ンパす る学生や 、名刺 を使 って他大学 の女子大生やデパー ト

の店員 をナ ンパす るもの、同級 生たち と男女 のグルー プでスキー に出かけ るものな どが紹介

され ている。 また1974年 には湘南 ビー チのナ ンパ を特集す る記事 が出現 しているxv111。

また、 この頃にな るとナ ンパ が行 われ る場所 が60年 代 まで の銀座 か ら新宿や渋谷 な どが

メイ ンになってい く。難波功 士は吉見俊哉 の、1920年 代前後 の 「浅草⇒銀座 」 と1970年 前

後 の 「新宿⇒渋谷 」 とい う盛 り場 の移行説 に さらに付 け加 えて 、1960年 代なか ごろに 「銀座

ゆ新宿」への転換が あったのではないか とす る(難 波:2007)が 、ナ ンパ のメイ ンス トリー ト

に関 しては この説 に少 し遅れ て追随す る。1973年11.月26日 発行の 『平凡パ ンチ』ではナ

ンパ ・ル ポの場所 と して渋谷 と新宿 が取材 され てい る。また この記事 で興味深 いのが、ナ ン

パ のプ レイヤー たちがそれ までの 「お ぼっちゃん」たちに限 らない こ とで ある。詐欺師の よ

うな男性、30代 の労働者 風の男性 、40代 を優 に越 した紳士風の男性、渋谷 では高校 生の二

人の男子学生 な どで ある。彼 らは同 じ盛 り場 に集 まってい ることで共通 してい るが、それ ま

での 「軟派」や 「○ ○族」 の よ うな仲 間内の関係性 がない匿名 の通行 人 である。60年 代ま

で はナ ンパは ある種 の閉 じられた 「族」=コ ミュニテ ィ内の文化 であ ったが、この時期 には

その よ うな性 質 はか な りな くなってい る。盛 り場 であれ ば、誰 で も参入 で きるよ うになった

ので ある。

■2-5タ ー ニ ン グポ イ ン トと して の1978年

結論 を先 取 りす る と、1978年 は 日本 のナ ンパ史 において重大 な転換点 であ る。1960年 代

か ら1970年 代 にかけて徐 々にカ ウンター カル チャーや不 良文化 と言 った意 味が退行 し、代

わ りに消費文化や 大衆文化 としての色合いが濃 くなって くるのだが、1978年 を境 に この傾

向が完成す る。1978年 がナ ンパ史の 中で重大な年 となるのは3っ の要素 があ る。①学 園祭

ナ ンパ の隆盛②ナ ンパマ ニ ュアル の出現③ ス トリー トではない 、デ ィス コナ ンパ の登場 であ

る。
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▲学 園祭ナ ンパの隆盛

まず、学 園祭ナ ンパ の隆盛 であ るが、1977年 にイ ンカ レサー クル であ る 「大学企画事業

連盟」が 日本 で初 めて大学 ミス ・ミスター コンテ ス ト開催 した。この時、当団体 は都 内の歩

行者 天国でナ ンパ によって候補者 を探 し出 した。 時年 の1978年 もミス コン出場者 を集 める

た めに、ナ ンパ をす る ことになる。この年 は週刊 プ レイ ボーイ との共 同企画 で、地 下鉄 での

ナ ンパ による候補者 探 しが行 われ た。 ミス コンの候補者探 しと言 って もほ とん どは 口実 で、

記事の内容 はナ ンパ のル ポで あった り、声 をかけ られ た候補 の女子学生 たちのス リーサイ ズ

や タイプの女性 、ナ ンパ にっ いてい くか ど うか の回答が載せ られてい る。ここで注 目すべ き

なのは、記事の構成 に現れ る 「大学生」 と 「ナ ンパ」に関す る強い結びっ きである。参加 し

てい る大学生は都 内有名私 立6大 学であ るが、あたか もこの よ うな大学生 がナ ンパ を体現す

るよ うな記事 になってい る。実際 この象徴 的な記事 以外 に も、以降毎年 の よ うに 『プ レイ ボ
ーイ』 『平凡パ ンチ』 『GORO』な どの大学生 向けの雑誌 で、学 園祭=ナ ンパ の よ うな特集 が

組 まれ てい る。1970年 代以降、 キャンパス内の恋愛 やセ ックスな どの特集 は組 まれてい る

が、大 々的 に学園祭=ナ ンパのイ メー ジがで きあが るのは1978年 の こ となので ある。また、

この ころを境 に雑誌 にお けるナ ンパ のプ レイヤー の主役 は完全 に大学生 になって くる。

▲ナ ンパマ ニュアル の出現

また、1978年 ごろか らナ ンパマニ ュアル が突如 と して出て くるよ うになる。それまでの

雑誌 にお けるナ ンパ の特集 は、ナ ンパ を奇 妙なサブカル チャー 、また は逸脱行為 として規定

す るル ポ的 なものが多 かったが、このころか らナ ンパ は実際 にや ってみ るもの として雑誌 上

に登場す る よ うになるのである。 もちろん 『プ レイ ボーイ』や 『平凡パ ンチ』の よ うな比較

的若い年齢層 が読む雑誌 にその傾 向が強い し、読者 の年齢 層が高 めの雑誌で は依然 としてル

ポ的 な性格 のものある。 しか し、この ころにな ると、ナ ンパはや って はい けない逸脱行為や

反抗行為 と言 った性格 は もはや な く、大学生な らだれで もや ってみ るもの とい った よ うな性

格 のものになってい る。そ して、そ のこ とを証明す るのが1978年 以降のナ ンパマニ ュアル

の急増 である。

▲デ ィ ス コナ ンパ の 一 般 化

1978年 は 日本 で 「サ ター デ ー ナ イ トフ ィー バ ー 」 が公 開 され 、全 国 的 にデ ィス コブ ー ム

が起 こ り(第 二 次 デ ィ ス コブ ー ム)、 新 宿 、 六本 木 、赤 坂 な どの有 名 デ ィス コ ク ラブ が 大 い

に盛 り上 が っ てい た。1970年 代 初 頭 か ら ご ゴー ゴー ク ラブ 、 サパ ー ク ラブ 、 デ ィス コで の

ナ ンパ は あ った よ うだ が 、75年 以 降78年 の 大 ブ ー ム を頂 点 にデ ィス コが 一 般 化 した 。それ

まで の ナ ンパ は主 にス トリー トで あ った が 、デ ィス コブ ー ム に相 ま っ て デ ィス コで の ナ ンパ

も一般 的 にな る。大 正 期 に 映 画館 で こっそ り行 われ て い たナ ンパ を除 く と、野 外 で な い場 所

で ナ ンパ が 一般 的 に な った の は この デ ィス コナ ンパ が 登場 して か らの こ とで は な い かXlx。

これ ら3っ の特 徴 が1978年 を境 に 、1980年 代 か ら1994年 ごろ ま で 隆盛 を極 め る。

■2-61980年 代 か らバ ブル 期 ま で ～ナ ンパ 全 盛 期 ～

1978年 以 降ナ ンパ文化 は大衆化 、消費化 を極 めナ ンパ を取 り扱 う雑i誌記事 も一気 に増 え

る。70年 代 と比べ てその数 は4倍 以上 とな り、青年 向けの週 刊誌 で は毎週 の よ うにナ ンパ
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マ ニュアルやナ ンパ体験ル ポが掲載 され るよ うにな る。1980年 代 のナ ンパ において特筆す

べ きなのは、それ までの路上ナ ンパ、デ ィス コナ ンパ 、学 園祭ナ ンパ に加 えて、リゾー ト地

ナ ンパ である。夏 は、軽井沢 、清里、新 島、湘南な どの ビーチ リゾー トでナ ンパ を し、冬は

スキー場 でナ ンパ をす るの が流行 っていた。雑誌上 では 「軽井沢 な らここでナ ンパ 、新 島な

らこ こ」 の よ うに丁寧 にナ ンパ スポ ッ トを紹介す るナ ンパ ガイ ドマ ップや、声のかけかた、

服装の ア ドバイス まです るよ うなナ ンパマニ ュアル がその大半 を占め るよ うにな った。

▲女性 か らの 関心

1980年 代 に入 る と、それ まで実際 にナ ンパ をす る層 、大学生や高校生 向 けの記事 のみ な

らず、女性誌 でもナ ンパ特集 が組 まれ る よ うになる。例 えば 『ヤ ング レデ ィ』1984年7月

10号 では 「ステ キな男の子 にナ ンパ されてみたい!一 真 面 目な女の子 ほ ど、誘 惑に弱いんで

す!」 とい うタイ トル で、ナ ンパ をされ たい読者 を募 って六本木や原宿 の路上やバー でナ ン

パ待 ちをす る企 画 を組 んでい る。同 じく84年7月28日 発行 の 『微 笑』で も 「84年夏 、女

か らのナ ンパ術」 とい う記事 が掲載 され てい る。 内容 は女性 か ら声 をかけ ると言 うよ りも、

どうした ら 「イイオ トコ」 に 口説かれ るかのマニ ュアル となってい る。

▲高年齢層 に もナ ンパ が広が る

80年 代 も後半 に入 って くる と、大学生 よ り年 上の ビジネスマ ン層 にもナ ンパ が広 がって

行 く。例 えば1986年10月11日 の 『週刊現代』 では 「優秀 な ビジネ スマ ンな ら誰 で もナ ン

パ名 人 になれ る」 との記事 で30代 のサ ラ リーマ ンにナ ンパテ クニ ックを授 け る特集 を組 ん

でい る。 この時期 以降現在 ま で、30代 以降 を対象 とした雑誌 でナ ンパ の特集 が組 まれ る よ

うにな る。 ナ ンパ の関心が大 学生 を筆頭 とした20代 前半か ら30代 、40代 以 降に も門戸が

開かれ たのが この時期 であ る。

▲有名 ナ ンパ 師たちの台頭

80年 代 のナ ンパ の雑誌記事 には、ナ ンパ に通 暁、読者 に レクチ ャーす る役 として当時の

有名 ナ ンパ 師たちが頻繁 に登場す る。中で も誌上 に多 く登場す るのはナ ンパ ビジネ スを始 め

た とされ る佐藤晃 と路上ナ ンパ写真家 の佐 々木教 であ る。ナ ンパ が どん どん一般化 してい く

中で、この よ うに有名 ナ ンパ師が登場 した り、ナ ンパ ビジネスが出現 したので ある。佐藤の

よ うなナ ンパ レクチャー 系のナ ンパ ビジネ スの他 に も、ナ ンパ代行業 も出現 した。

▲メデ ィアナ ンパ の登場

1985年 、電話 を通 じて見知 らぬ相手 と出会 うことのできるサー ビスである、「テ レフォン

クラブ」 が誕生 した。テ レクラは 当初 「テ レフォ ンセ ックス」 を 目的 にす る店 もあったが、

わず かな期 間で 「出会い」 の場所 として認知 され るよ うになる。 また、1986年 にはNTTが

「伝言 ダイヤルサー ビス」を開始す る。伝言 ダイヤル は、伝言ボ ックス にメ ッセー ジを吹 き

込ん だ り、録音 され た ものを再生す るサー ビスだった。このサー ビスは、知 り合い 同士の待

ち合わせや、仕事用 といった使用 シー ンが想定 され てお り、実際 にその よ うにも使 われたが、

新 しい 出会 い系 メデ ィア、アダル トコンテ ンツ と して も利 用 され てい った。1989年 にな る

と、NTTが ダイヤルQ2サ ー ビスを開始す る。 ダイヤルQは 、頭 に 「0990」を付 けた番 号 を

用い る電話 による有料 情報 サー ビスの情報料金 を電話料金 と一緒 に回収す るもので、電話 ネ

ッ トワー ク上に声の ビジネス空間 を作 り出す ものだ った。このQ2回 線 を利 用 してユーザー

同士が直接 電話 をす るこ とので きる 「ツー シ ョッ トダイヤル」も人気 を博 した。このサー ビ

スがで きた ことで、テ レクラ利用 の よ うに店舗 に出向かな くて も、自宅にいなが ら見知 らぬ
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相手 と出会 えるよ うにな ったので ある。

この よ うに して、80年 代のナ ンパ シー ンはバ ブル景気 と共 に更 な る消費化 と大衆化 をす

す め、路上や盛 り場 と言 った地理 上の場所 以外 の電脳 空間にそのナ ンパ のステー ジ を発 見 し

たので ある。

■2-7バ ブル 以後 の1990年 代 ～ メデ ィア ナ ンパ とデ フ レナ ンパ ～

1986年 か ら続 いたバ ブル経済 は1991年 か ら1993年 にかけて崩壊 した。ナ ンパ もバ ブル

景気 の異様 なムー ドと相 まって、80年 代の後半 にか けてそれ まで にない くらい の消費化の

趣 を見せ た。当時ナ ンパ をす るにはお金 が必 要だったのだ。例 えば、六本木 のデ ィス コ『GIZA』

で女 の子 に声 をかけ、後 日のデー トではパスタが1皿2500円 す る『キャンテ ィ』で食事 し、

西麻布 のバー 『レッ ドシュー ズ』に移動 して、最後 は 『赤坂 プ リンス ホテル』に泊 まる とい

うコー スがナ ンパ師 たちの間でのお決 ま りだった くらいだ。デー トには 自動車で 向かわな け

れ ばな らず 、BMWや ベ ンツを筆頭 と して高級外 国車 が推奨 され るこ とはもちろん、シ ビック

3ド アやマーチ クラスで は女性 に相手 に され ない風潮 もあった よ うだ。

ナ ンパ の こ うした高度 な消費化 は実 はバ ブル経済が終焉 した あ とも続 く。最後のデ ィス コ

ブー ムを牽 引 した 『ジュ リアナ東京』 がオー プン したのが1991年5月 で、 この ころはす で

にバ ブル が弾 けていた と言われ ていた。ジュ リアナ東京 はバブル的なナ ンパ の終焉期 に現れ

わず かな期 間で あるが、絶大 な人気 を博 した。80年 代後半に六本木 の人気デ ィス コ『TUREA』

で照 明崩落事故がお き、そのあお りもあって閉店す ることになる。これ を皮切 りに次々 に東

京の街か らデ ィス コが消 えて行 く。そ してまだバブルが忘れた くない人び とが最後 のお祭 り

騒 ぎに と集 った場所 が 『ジュ リアナ』だ ったのだ。その 『ジュ リアナ』 もバ ブル崩壊 まった

だなかの92年 の正月 に最盛 を迎 えるが、1994年8月31日 に閉店 とな った。

バ ブルが崩壊 し、『ジュ リアナ』が 閉店 した94年 頃 にな るとや っ とナンパ の質 が変 わって

くる。それ までの消費路線 は徐 々に退潮 し、ナ ンパが個 人的な趣 味に変容 してい くのであ る。

90年 代 に雑誌上 でのナ ンパ を扱 う記事 は131件0182件 と増 えてい るものの、割合 に関 して

は70年 代か ら80年 代 に関 して は4.5倍 増 だったのが、1.3倍 増 に止 まってい る。 内容 は、

バブル崩壊 以降の95年 ごろまでは、80年 代の焼 き直 し的な記事 も多 く見 られ る他 、特筆す

べ きは85年 頃に始 まったテ レクラ、ツーシ ョッ トダイヤル な どのメデ ィアナ ンパ が人気 を

博 していた とい うことだ。また94年 ごろには2000年 代 以降隆盛す るイ ンターネ ッ トを使 っ

たナ ンパの前身 とも言 え るパ ソコン通信 ナ ンパ が出現す る。

これ らのメデ ィア使用料 は決 して安 くなかったが(荻 上:2011)、 それ で もわ ざわ ざ高いお

金 を使 って東京 の盛 り場 でナ ンパ をす るよ りも、自宅や地元 です るナ ンパ はず っ と手軽 だっ

た よ うであ る。

バ ブル時代 までにナ ンパ文化 の中で支配的 だったのは消費的 な価値 で、東京都心 の街 でナ

ンパす る ことは当た り前 だった。ナ ンパ の中心地 は60年 代 は銀座 や新宿 で、70年代 は新宿 、

渋谷、80年 代は六本木や 赤坂 な どの東京 の都 心だ った。60年 代の銀座 で さえ、千葉や東京

郊外 か らわ ざわ ざナ ンパ を しに くる少年 もいた し、80年 代後 半の六本木 のデ ィス コには地

方 か ら遊び にくる人た ちもかな り多か った。バブル まで は遊びやナ ンパの 中心 は東京 だ った

ので ある。

この状況 が90年 代前 半か ら変容 す る。 ひ とっは先に述 べた、そ もそ も地理 上の場所 を必

要 と しない電脳空 間でのナ ンパ=メ デ ィアナ ンパであ る。も うひ とっの トレン ドとして郊外
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でのナ ンパが始ま ったので ある。千葉の幕張や、埼玉の大宮な どに 「ナ ンパ橋」や 「ナンパ

通 り」と呼ばれ る場所 があ り、ナ ンパ を したい男性 やナ ンパ され たい女性 が 自動車 で集 まっ

てきていた。週末 の深夜 には何 百台 もの 自動車 が列 をな し、交通違反 を防 ぐため警察 も出動

す るほ ど人気 を博 して したのだが、バブル期 に必要だった と言 われ る外 国車 での乗 り付 け る

ものは少 な く、もっぱ ら身 の丈 に合 った国産車 でナ ンパ を していた。ナ ンパ され にきた女性

の中には 「一番 ラ ッキーだ ったの はデニーズ をお ごって も らった ことかな」xxとバ ブル期 の

ナ ンパで はあま り考 え られ ない、デ フ レ化 した発言 を してい る。

1990年 代後半 になる と、バ ブル の ころの 「東京都 心至上 主義」 は消 え、都市部 が中心 と

はい え、全国各地でそれ ぞれ好 きな よ うにナ ンパ をす る文化 がメジャー になってきた と言 え

る。東京 で も新宿や渋谷 な どの都市繁華街 に限 らず 、八 王子や 中野 な どで 「安 くナ ンパす る」

とい う証言 もかな り出て きた。XX1この ころになる と、もっぱ ら、雑誌上 のナ ンパ特集 もバ ブ

ル期の頃 の よ うに派手 なもの はな くな り、出始 めのネ ッ トを使 ったメデ ィアナ ンパ特集や 、

これ までになかった よ うな 「安 くナ ンパす る」 とい うコンセ プ トが台頭す るよ うになった。

バ ブル崩壊以降のナ ンパは80年 代の よ うに 「大学生な ら誰 で もや る当た り前 の文化 」 とい

うよ うな様相 はな くな り、あ くまでの興味 をもった人間が個 人的にや るもの と変容 したのだ。

口2-82000年 代か ら現在 にか けてのナ ンパ～暗いナ ンパ と空間の変容 ～

1990年 代 に は既 にナ ンパ は大 衆 的 な も ので は な くな り、興 味 の あ る者 の 「島宇 宙 」(宮 台 ・

石 原 ・大 塚:2007)的 な文 化 に な っ て い た。 まず 、2000年 代 以 降 のナ ンパ で特 徴 的 な の は

99年 に端 を発 す る携 帯 電 話 を使 っ た 出会 い の 出現 に よ り、 出会 い に ます ます 場 所 が 必 要 で

な くな っ てい くこ とだ。85年 の テ レ ク ラ、89年 の ツー シ ョ ッ トダ イ ヤル の 出現 で新 しい 出

会 い=ナ ンパ をす る の に必 ず しも街 に 出 る必 要 が な くな る。 さ らに 、94年 ご ろか らパ ソ コ

ン通 信 、97年 ご ろか らイ ン ター ネ ッ トを使 った ナ ンパ が 出 現 す るxx11。そ して99年 にNTTド

コモ が 「iモ ー ド」 サ ー ビス を 開始 す る こ とに よっ て 、携 帯 電話 か らネ ッ トに っ な が る よ う

に な る。この こ とに よっ て 出会 い 系 サ イ トに携 帯 電話 で もア クセ ス で き る よ うに な り、ケ ー

タイ 版 出会 い 系 サ イ トが 隆盛 を極 め る よ うに な る(荻 上:2011)。 そ の後 、2008年 ご ろ よ り、

スマ ー トフ ォ ンが 普 及 しだ す 。旧来 型 の 掲 示 板 型 の 出会 い 系 サ イ トが ス マ ー トフォ ン普 及 以

降 も存 在 す る が、 ス マ ー トフォ ン のGPS機 能 を使 い 出会 うこ との で き る 「Tinder」 「ぎ ゃ る

る」 な どの マ ッチ ン グア プ リや 、 「LINE」 ア プ リのIDを 掲 示 板 に書 き込 み 、出 会 え る よ うに

な っ た の は2012年 ご ろで あ る。ま た 、2003年 か らの プ ロ グブ ー ム 、2005年 ご ろ よ りソー シ

ャル メデ ィ ア が普 及 しだ し、ネ ッ トで の コ ミュニ ケ ー シ ョンが それ ま で の よ うな 「ア ン グ ラ」

な雰 囲気 が ほ ぼ無 くな り、大 衆 化 す る(武 田:2011)。SNSで は つ な が っ て い る個 人 の 文脈

は共 有 され や す く、以 前 の メデ ィ アナ ンパ よ りマ ッチ ン グ が容 易 に な っ たxx111。IT技 術 の進

化 に よ り出会 い は よ り非 場所 的 に 、簡 単 に な っ た ので あ る。

で はナ ンパ の プ レイ ヤ ー た ち は ど うな っ て い るの だ ろ うか?80年 代 ～ バ ブ ル期 にか けて

は主 に大 学 生 や 「ク リス タル 族 」(難 波:2007)が メイ ンの プ レイ ヤ ー で あ り、 多 くの 人 が

参 入 してい た 。 バ ブ ル崩 壊 の90年 代 中期 以 降 はナ ンパ 文 化 の 人 気 が な くな る こ とも あい ま

って 言 わ ば 「好 き な人 が好 き な よ うに」 勝 手 にや る もの とな った。 そ して 、2000年 代 以 降

特 筆 す べ きな の は、 ナ ンパ 師 た ちの 「自己啓 発 化 」 で あ る。

2003年 の プ ログブ ー ムの 頃 か ら、 ナ ンパ の経 験 や ノ ウハ ウ、 そ の 日の 「戦 果 」 を記 述 す

る、い わ ゆ るナ ンパ ブ ロ グ も 出現 す る よ うに な る。 この ナ ンパ ブ ロ グの 中 に は 、プ ロ グの 書

き手 が 、ナ ンパ を始 め た動 機 や ナ ンパ の 実 際 を、リア リテ ィ を も って詳 細 に記 述 す る こ とで

カ リス マ 的 人 気 を博 す よ うに な っ た も の も少 な くな いXXIV。ネ ッ トで 有名 に な っ た ナ ンパ 師
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は2006年 ごろか らカ リスマナ ンパ師 と して雑誌やネ ッ トで取 り上 げ られ るよ うにな る。 こ

のカ リスマナ ンパ師 たちはプ ログや書籍 で 自らの 「心の闇」を明か し、ナ ンパす る相手 も例

えば家 出少女や何 か しら不幸 を抱 えている よ うな少女 を狙 うこ とが特徴 的で あるXXV。この頃

にな ると90年 代前半 まで の よ うな明るい雰 囲気 はナ ンパ界 にはな く、暗い雰囲気 が漂い始

めた。 カ リスマナ ンパ師 に憧れ て、ネ ッ トを通 じて教 えを請 う者 も増 え始め、1980年 代 と

似 た よ うなナ ンパ レクチ ャー ビジネス も再興す る。カ リスマナンパ 師 も教 わる者 も、た とえ

ば 「非モテ コンプ レックス」の克服 のため にナ ンパ に乗 り出す 、この状況 はナ ンパ師 の 「自

己啓発化」 と して捉 え られ る と論者 は考 えてい る。2016年 現在 にお いては、ナ ンパブ ログ

やSNSを 利 用 したナンパ 師同士の コ ミュニテ ィも盛 況であ り、2003年 頃か ら基本 的にはそ

の様相 は変 わっていない と言 える。

第3章 考察:ナ ンパを成立 させ る社会的条件

第2章 で は大正期 か ら現在 までの 日本のナ ンパの歴 史 を、主に雑誌 か ら情報 を得 て概括 し

た。このナ ンパ の歴史 にお いて変遷 してきた ものは、ナ ンパが行 われ る場所 とその意 味だっ

た。本章 において は、2章 で明 らかになった ことをさらに明確 にす るために分析 を行 う。ま

た、場所 と意味のセ ッ トではない、他 の社会的条件 にっいて も考察す る。

■3-1ナ ンパが行 われ る場所 と意 味

大正期 に現れたナ ンパ は、主 に東京や大 阪の大都市 をそ の舞台 に していた。中で も東京 の

浅草や水道橋 とい う盛 り場 の縁 日、映画館、公 園な どで行 われ ていた。その頃の浅草 を盛 り

場 に していたの は下町一帯の下層民 だったのではないか とい う説 がある(吉 見:2008)。 資

料 に残 るこの頃のナ ンパ のプ レイヤーは下層民ではな く、む しろ上層民で あった。も しか し

た ら、下層民た ちもナ ンパ を していた かも しれ ない。それ に しても、なぜ上層民 であったナ

ンパ のプ レイヤーた ちは浅草 な どの盛 り場 を選 んだのだ ろ うか?下 層民 が浅 草を盛 り上 げ

た として も、当時 の浅草 に娯楽 を求 めてや ってきてい たのは下層民だ けで はな く、ブル ジ ョ

ワやイ ンテ リを含 む多様 な階層 がそ こには包摂 され ていたのであ る。そ して、この よ うなあ

らゆる種類 の階層 を受 け入れ て しま うところに、浅草が盛 り場 と して輝 い た理 由が あった

(吉見:2008)。 また、当時のナ ンパ は上層家庭 の不 良少年 たちの反逆行為 であった。 下層

民がっ くる狼雑 な街 を上流 の子女 たちが あえて出歩 くこ とに、彼 らの秘 め られ た反逆性 を読

み取 ることができ る。ゆえに、彼 らを教育す る立場 であるジャーナ リズ ム的言説 が彼 らを 「軟

派」の 「不良」 としてカテ ゴライズ したのではない か。彼 らの生活圏 にはない 「街 の輝 き」

が浅草 には ある。 それ は活動 写真館 で あ り、見せ物小屋 であ り、 「浅草十二階」 であったか

も しれ ない。

吉見は浅草 の盛 り場 と しての魅 力 として、 「変幻 自在 さ」 と 「共 同性 の交感」 を挙 げてい

る(吉 見:2008)。 「変幻 自在 さ」 とはそ こにい る人 も、そ こでお こる出来事 も多様 であ ると

い うことである。そ こは 「あ る人がいっ も特定の役割 を演 じる とい うこ とがな く、彼 らはそ

の演 じる役割 を 自在 に変 え続 け、場合 に よっては他 の場所 では考 え られ ない よ うな登場人物

を平気 で演 じて しま う」 よ うな場所 だったのだ。

「共 同性 の交感」とは、浅草の大衆演 劇では誰 がパ フォーマーで誰が客で あるか に大 した

垣根 はな く渾然一体 としてい たが、街 に もその よ うな空気が あったのだ とい うこ とで ある。

つ ま り、 当時 の浅草 ではある意味 、誰 もが 「見 られ る者 」で も 「見 られ る者 」で もあった。
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誰 であろ うとも 「同 じ社会的世界 の住人 であ るとい う気安 さ」があったのである(吉 見:2008)。

当時 この よ うな性 格 を持っ場所 で、ナ ンパが行われ てい るこ とには非 常に説得力 があ る と

考 え られ る。なぜ な らば、そ もそ も 「軟派」の不良少年 た ちは 自分の家庭や 出 自に抗 うため

にナ ンパ を してい たのだが、 この場所 ではいっ もと違 う自分 になれ る し(変 幻 自在 さ)、 い

っ もと違 う人間た ちと触れ合 う(共 同性 の交感)こ とができる。そ して、ナ ンパ をす るとい

うことは女性 との 「共 同性 の交感」の具体 的表れ と して、彼 らの反抗で あ り、カタス トロフ

ィーだ ったのではないか?

前述 した よ うに、吉見は1920年 代 に東京 の盛 り場は浅草 か ら銀座 に移 り、1970年 代 には

新宿か ら渋谷へ と移 る と主張 したが、難波 はそれ に加 えて、60年 代 中盤 に銀座か ら新宿 に

移 った と主張 してい る。1960年 代の銀座 は50年 代や戦前の 「銀ブ ラ」の伝統 は薄れ たに し

ろ、依然 として東京最大の盛 り場だ った(難 波:2007)の だ が、1960年 代 は この銀座 で、「お

ぼ っちゃんの不良少年」 たちがナ ンパ を していた。 当時の銀座 は、 「み ゆき族 」 「カ ラス族」

「アイ ビー族」な どさま ざまな若者 が集 う場所 であった。資料 に現れ た 「マ ッハ族」や 「フ

ーテ ン部 隊」はその風貌 は 「み ゆき族 」や 「アイ ビー族」 に似てい るものの、 「み ゆき族」

が持 っていない(難 波:2007)自 家用車 を持 っていた りと厳密 には どうい う若者 た ちだ った

のかは判別 できない。しか し、小遣 い額や 自家用車 の所持 か らしておお よそ裕 福な家庭の子

女であ るところは先述 した。

みゆき族 が銀座 に来 てい た理 由 として難波 は銀座 には高級感 が漂い、彼 らに とって憧れ の

店がそ こあったか らだ と言 う。み ゆき族 ら若者 らが銀座 に集 ったの はこの よ うな高級 性へ の

憧れ であ り、彼 らは既 に 「消費す る若者 」(宮 台 ・石原 ・大塚:2008)で あった。で は、本

論文 で現れ た 「お ぼっちゃんの不良少年 」は大正期の よ うな 「反抗す る不 良」だ ったのか?

それ ともただの 「消費す る若者」だ ったのだ ろ うか?い や、彼 らはその 中間的存在 で はなか

ったのだろ うか?確 かに、服装 を考 える とみ ゆき族的 な 「消費す る若者」であるが、彼 らの

自意識 ではあ くまで も反抗で あ り、そ う証言 していたのであった。っま り、この ころのナ ン

パ の担 い手 たちの一部 は歴史的 に存在 していた 「反抗性 」を引 き継 ぎっっ も、後 に花開 く 「消

費性」 も持 ち合わせていた こ とになる。

では あ らためて当時のナ ンパ 師た ちに とって銀座 とい う街 は どの よ うな場所だ ったのだ

ろ うか?「 ここは大人 たちの街 である」 とい う大人た ちの言 い分 に対す る 「この通 りは俺 た

ちのキャ ッ トウォー クで あ り、ナ ンパ の コロシアムである」場所(難 波:2007)、 ある種、大

人 たちの高級性 に憧れ を持 ちっっ も(消 費性)、 それ に順応す るのではな く、我 が もの とし

て銀座 を手 に入れ よ うとしたのだ。っ ま り、60の 銀座 とはナ ンパす る若者 た ちに とって、

消費的 な場所で あ りなが らなおかっ反抗 の現場 だったのだ。

次 に、1970年 代以降1990年 にテ レクラ、イ ンターネ ッ トな どのメデ ィアナ ンパ が出て く

るまでのナ ンパの場所 は どうい う意味 を持 っていたのだろ うか?1970年 代以 降ナ ンパが行

われてい る場所 は、新宿、渋谷 、六本木 の路上、デ ィス コ、レジ ャー先 のスキー場や ビーチ、

大学の学園祭 であった。論者 が調べた限 りでは、この時期 には銀座や浅草 、上野 でナ ンパ が

盛 んで あった とい う記事 は無 かったXXV1。

例 えば、1973年 のパル コのオープ ンを皮切 りに、パル コ新館 、東急ハ ンズな どの大型店

舗 の開設 が続 き、70年 代末 まで には渋谷 は 「明る く開放的 でフ ァッシ ョナ ブル な街」 と し

て若者 たちの強 い支持 を受 ける よ うにな る。また、原宿、青 山、六本木 と言 った一群 の街街

が、互 いに作用 しあい なが らフ ァッシ ョナ ブル な空 間 として浮上す る(吉 見:2008)。

雑誌記事 に現れ たナ ンパ では、1970年 代 まで は新 宿の路上やデ ィス コな どが多か った。
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前述 したよ うに1978年 代以降は さらに消費化 と大衆化が進 むのであ るが、 この ころ よ り渋

谷や六本木な どの 「明る く開放的で フ ァッシ ョナ ブル な街」でのナ ンパ が多 くな り、バ ブル

の時期 になる と、六本木や赤坂な どよ り 「フ ァッシ ョナブル」な場所 でのナ ンパ がメイ ン と

なる。他 に もスキー場や ビー チな どの リゾー ト、学園祭 と言った場所 でのナ ンパ が確認 され

た。っま りこの時期 のナ ンパ場所 はおお よそ 「消費をす る場所」 として意味 されてい る。バ

ブルの ころでは 「よ り消費す る男がモ テ る」 こ とはナ ンパ界では常識 だった。

しか し、1980年 代 中盤 に入 り、ナ ンパ の場 は大 きな転換点 を迎 える ことになる。 それ は

「場」の拡散だ。ナ ンパ をす るために必ず しも現場 に行 かな くてもよ くな ったので ある。85

年のテ レクラに端 を発 し、現代のマ ッチ ングアプ リに至 るまで電脳 空間 で新 たな 「出会 い」

が生まれ るよ うになってか ら、それまでのナ ンパ の舞台で あった 「盛 り場」が必ず しも必要

で な くな ったのだ。また ころを同 じくして、大宮や 千葉 な どの 「郊外 ナ ンパ 」が確認 され る

よ うにな った。

ここまで駆 け足 でナ ンパ の 「場」 とそれ に付随す る 「意味」の変遷 にっい て振 り返 ってき

たが、図 にす ると以下の よ うにな る。

図4)ナ ンパが行 われ る場 と意 味の変遷

場の性格 盛 り場 マ ッチ ングの場

時代 1910年 代 1960年 代 1978年 ご ろ ～

1993年 ご ろ

1990年 代 ～ を 中 心 と

して

場所 浅草など 銀座など 渋 谷 、 六本 木 、

リゾー ト、学 園

祭

場 の拡 散(テ レナ ン

パ 、ネ ッ トナ ンパ 、

郊 外 ナ ンパ 、 これ ま

で の盛 り場)

意味 反抗 反抗 と消費 消費

?

本 セ クシ ョンは、ナ ンパの場 と意味 にっい て論 じてきたが、それ では上記表 の一番右 下の

枠 を埋 め ることができない。 しか し、 この こ とは終 章で検討 したい。

■3-2ナ ン パ を 成 立 させ る イ デ オ ロ ギ ・一・一・は あ る か

論 じてきたよ うに、ある時期 まで場所 と意 味のセ ッ トがナ ンパ を成立 させ る要 因 となって

い た。で はそれ以外 にもナ ンパ を成立 させ る条件 はあ るのだろ うか?

本項 では恋愛の思想 について考察 してみ たい。
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近年、主 にマスメデ ィアやイ ンターネ ッ ト上の言論 で若者 の 「恋愛離れ」あるいは 「恋愛

しない若者 」な るものが話題 に され てい る。(た とえば2015年10月19日NHKニ ュー ス 『お は

よ う日本』での特集 な ど)ま た、2014年 の内閣府 の調 査では未婚 かっ現在恋人 のいない20

代～30代 の男女への調査 において、約4割 が恋人 が欲 しくない と回答 してい る 旨を明 らか に

した。(内 閣府,平 成26年 度 「結婚 ・家族形成 に関す る意識調査」)一 方 、以前 か らのよ う

に 日本 社会 においては大正期 以降 「恋愛至上 主義 」(赤 川:2002)イ デオ ロギーが広 く浸透

し、つい近年 までのテ レビ ドラマな どでは恋愛(至 上的)要 素 を含 めない と成立 しない ほ ど

の、 「恋愛教」(小 谷野:1999)が 通念 と して作用 していた と言 える。

そ もそ も恋愛 とい う概念 は近代 社会 にな って生 じた ものであるが(山 田:2002)、 近年、

何 が恋愛 で何 が恋愛 でないかの枠組み が揺 らいでい る。とい うのは先述 の論者 た ちを筆頭 に

様 々な研 究者 が述べ る ところである。言わ ば現代 の 日本 はそ もそ もの構成概念 であった 「恋

愛 」が ゆ らぎ、その意義 を問い直 され る時代 と言 えよ う。ナ ンパ=軟 派 はその概 念が 出現 し

て以来 、い わゆる 「恋愛」の近縁 に位置 づ け られ るものの、正 当的な恋愛行動 として語 られ

て こなかった反社会的 な恋愛的行動 である。山田昌弘に よれ ば 「近代 的恋愛」には達成 され

るべ き三っ の課題 がある と言 う。①本 当(と みな され る)恋 愛感 情 を感 じるこ と②特定の相

手を求め ること③個 々の欲 求を充足す るこ と。 この三っの要件 をク リア して初 めて 「恋愛」

と して成 立す る とい うのだ。っ ま りこの 「本 当の恋愛」要件 を満 た さない恋愛的行為 は 「偽

者 の恋愛」 とみ な され 、亜流 であ り、正 当的 な立場 を獲得 できない。

では、この、条件づ けが厳 しく成立す るこ とが困難 であるこ とが容 易 に予想 され る正当な

恋愛 は どの よ うな制度(的 概念)に 後 ろ盾 され ていたか。それが 「恋愛結婚」であ る と山 田

は言 う。このイデオ ロギー が成立 し、制度 と上手 くマ ッチ ングす ることに よって、社 会にお

いて正 当な位置 を得ていた と言 うのだ。結婚 を前提 に しない 「恋愛」は恋愛 ではな く、恋愛

は この よ うに して結婚 に閉 じ込 め られて きた経緯 がある。ただ、山田も指摘す るよ うに1975

年以 降の 日本の主 に都 市部 において、今 までの恋愛 が困難 になってい る。その要因 と して 山

田は(1)恋愛 と結婚 の最分離(2)女性の社 会進 出による、出会いのチ ャンスの増加(3)社会 が相対

的 に豊 かにな り、恋愛相手への欲 求が高度化(山 田:1996)を 挙げてい る。恋愛 を条件 づ け

てい た社会的 な基礎 が変化 した とい うこ とで ある。

この1975年 以降の この時期 はま さに 「ナ ンパ」が不良文化あ るいはカ ウンターカル チャー

的 なものか ら質 を変 え、多 くの若者 た ちがその名 を知 り実践に乗 り出 していった時期 であ る。

この時期 に正 当的な恋愛 として除外 されていたナ ンパが 「恋愛」の存 立危機 に乗 じてあ る意

味で社会進 出す るので ある。特 にナ ンパ は 「本 当の恋愛」の条件②特 定の相手 を求め ること

に反す る行為で ある。 必ず しも結婚 と恋愛 を結びっ けな くて よくな り、出会 いの数 も増 え、

相 手への要求 レベル が高 くな る。

この 「恋愛の危機 」の要件 はナ ンパ に とってはま さに好機 だったのである。 山 田は今後 、

恋愛 は、特定 の他者 にあ くまでも こだわ り、オタ クやス トーカー 的な類型 と しての恋愛 と し

て残 るか、 あるいは 「恋愛 」その ものが消滅す る と予想す る。恋愛 が消滅す る とい うのは、

「近代 的恋愛」が さま ざまな要素 に分解す る とい うこ とで ある。っ ま り、セ ックスを したい

相手 、親 しさを感 じたい相手 、 トキメキを感 じたい相手 、結婚 す る相 手、な どかっ ては結婚

の配偶者 とその前段階 と しての恋人 の役割 に科せ られ ていた欲求 が細分化 され て別 の人 々

に分散 され るのである。ナ ンパ の実態 は後者 の予想 に近 い行為 である。

では、恋愛が 「死 んだ」現代 、ナ ンパ は相対的 に優位 な恋愛行為 になってい るか とい うと

そ うではない。統計調査 が表す には、ナ ンパ をす る男性 は少数 で あ り、しかも時代 によって

その割合が異な って くる。2005年 の 『若者 の 「性 」 白書』調査 では、男子大学生のナ ンパ経
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験 率は13.9%、 女子1.7%で あ り、2011年 の 『若者 の 「性」 白書』 の調査 では大学生 の男子

のナ ンパ経験 率は9.8%、 女子1.2%。 現代 にお いてナ ンパ を している若者 は多 くて10%程 度

で あ り、 しか も1974年 と比較す ると男子 は20%も のポイ ン トを下げている。2005年 か らの6

年 間で も4.1%下 げてい る。(1974年 の調査で は、男子経験率29.6%、 女子経験率5.9%で あ

る。:『 青少年 の性行動』)恋 愛 が困難 に曝 され 出 した時期 の方 が、もっ と恋愛 が困難 にな

った と思われ る近年 よ りナ ンパ が盛 んだった し、さらに昨今 に至 って もナ ンパ経験率 は下が

ってい る。

この よ うに 日本 にお いては1975年 頃を分水嶺 と して、 「近代的恋愛」概念 とそ の観 念 に構

成 され た恋愛行動 が瓦解 し、特 に近年 に至 って は、 「草食系」やそれ に対置 され るよ うな 「肉

食 系」な ど、明確 には概念 的区別 ができない よ うな性 的な コミュニケー シ ョン状況 になって

い る と言 える。

今 では何 が恋愛 で、何がそ うで ないのかが明 らかではない。ナ ンパ もかっ ては正 当な恋愛

ではない行 動 として、反射 的に ラベ リングが容 易な時期 があった。故 に漢字表記 の 「軟派」

とい う意 味含意 が多い ことばか らカタカナ表記 の 「ナ ンパ」とい うよ り意味 を含 まない こ と

ばへ と変質 してい くのであ る。恋愛 とい う概 念が作 られ たの は1870年 代 の こ とであ るが(柳

父:1982)大 正期以降、 「恋愛至上主義」イデオ ロギー を経 て1960年 代 には 「親密 性パ ラダ

イム」が基本 通念 となった(赤 川:2002)。 山 田や赤川 が明 らかに してい るよ うに、恋愛や

性愛 は常に構成概念 であって、しか もその 中心概 念 を変化 させ なが ら、規範 として人 々の性

行動 を規 定す る。

ナ ンパ は恋愛 の よ うに多 くの人 がす る行為 ではない。いや、恋愛 も結婚 と言 う制度 と上手

くかみ合 って成 立す るものだった。何 か他 の もの と比べて成 立す る。歴史的 に見てそれ はな

んだったのか?

まず 、現れ たのは 「軟派」だった。軟派 とい う言葉 は 「不良少年」のひ とっであ り、 さら

にその中の 「硬派」の対義語 であった。っま り、大 きな枠組 み としては 「優 良な少年 」なる

もの と対置 して考 え られ てきた言葉 だろ う。す なわち当時 は逸脱者 として まな ざされ ていた。

また、 「硬派」 との対比 では、よ り柔 らかい もの と して考 え られ てい ただろ う。これ は今 の

言語感覚 だ と、 「チ ャラい」 とか 「軽 い」に似 てい る と言 える。事実今 で も、ナ ンパ を して

い る人 にっ いて よく聞かれ る批判 は 「チ ャラい」や 「軽い」 と言 った もので あるxxvi1。

1960年 代 にカ タカナ化 され、よ り語源 の意味 は薄 まってい るものの、 「ナ ンパ」 とい う言

葉 はその出 自か らして反社会的 なもの であ り、今 もその意 味は残 ってい ると言 えよ う。1960

年代 まではまだ反社会的 な逸脱者 と してまな ざされ てお り、ナ ンパ を してい るものた ちも、

まだ反抗 の意 をもってい た。そ して1970年 代 には反抗 の意 味が ほとん どな くな り、1978年 頃

にはほぼ消 え去 り、消費的 な意 味でのナ ンパ文化 が一気 に花 開 くのである。以降、バブル崩

壊 までは 「ナ ンパ最盛 期」 と呼べ るほ どの大衆文化 になった。

そ してナ ンパ文化 が花開 く頃 には奇 しくも①本 当の恋愛感 情 を感 じ、②特定の相手 と③

個 々の欲求 を満たす と言 う意味での 「近代的恋愛」が不 安定になった。この頃のナ ンパ経 験

率は現在の3倍 程度で ある。残 念なが ら、1975年 か ら2004年 までの間のナ ンパ経験率 を統計

的 に調査 した ものはないxxvii1。推察す るこ としか できない が、おそ らくはナ ンパが消費的な

意味で絶頂であったバブル崩壊 前までが 日本 人のナ ンパ経験率が最 も高か った時期 ではな

いか。 その後、ナ ンパ経験率は2005年 、2011年 と年 々下がってい るのは前述 の通 りであ る。

これ までの考察 をま とめ ると、ナ ンパ はそ もそ も反社会 的な意味 があった。っま り反秩序

的であったが、その近代 的恋愛 的イ デオ ロギー が崩壊す るころに確 かに盛 り上が りを見せ る

よ うにな る。だが、そのイデ オ ロギーが崩壊 した こ とがナ ンパ を促進 したのか ど うかは分 か
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らない。ただ、 「本 当の恋愛」や 「よい少年」の よ うな支配 的価値基準 に反す るものであっ

たナ ンパ とい う行為は徐 々にその意 味は無 くなっていったのだ。

4章 不明瞭になった現代 のナ ンパ の 「意味」理解す るために～なぜ彼 らは今 で も路上 に立

つのか～

今 まで見て きた よ うに、ナ ンパ を歴史的 に見て行 くと、ある時期 まではナ ンパ をす る場所

と意 味がセ ッ トになっていた。1960年 代までは反抗 の意味、バブルまで は消費の意味がそ

れ ぞれ の場所 と対 になっていた。また、ナ ンパ を成立 させ る社会的 な思想 の検討 も行 ったが、

時期的 に整合性 はあ るものの、 「近代 的恋愛 イデオ ロギー」がナ ンパ を成立 させ る重要な ピ
ー スになったか ど うかは分 か らない。

ナ ンパ史的 に現代 はもっ ともそ の舞台=「 場」が拡 散 してい る。これ まで は場がその意味

を規定 して くれ てい たが、今 では場は拡散 してい るゆ えにその意味が不明瞭であ る。っま り

ナ ンパ が社会 的に意味す る ところが分 か らな くなってい るのだ。しか し、現代で も多 くの男

性 たちがナ ンパ行為 に励 んでい る。 「その意 味は個 人のそれぞれが持 ち、社会的 に見れば多

様化 した」 とい うお決 ま りのポス トモ ダン論的回答で は何 も答 え られてい ない。

そ もそ も、論者 がナ ンパ とナ ンパ師に興 味を抱 いたのは彼 らがその行為 に向か う、ある種

の強迫的 な姿勢 を感 じたか らで ある。ここにはや は り同時代的 な共通1生が何 か あるのではな

いか。

本章 では、これ まで明 らかだったが、今では不明 にな った現代のナ ンパの意 味にっいて再

びナ ンパ師か ら聞 き取 った声 を元 に してXXIX、仮説 を述べ てみたい。

■4-1ケ ー ス1～ 自 らの ポ ジ シ ョン に反抗 す るSの 場合 ～

"雅 々 と付き合 っ右†ういけな い
ノ ってのはあ るよね。親 哲代が 経験によ って身 につげ τき

た知 、恵なんだ ろ うね。下の階 層 と付 き台 うと自分 もそ の階層 に落 右て行 ぐよ うな。子どもは

不良 と付き合 った ら這 を踏 み外 すとか は分か らな いわ げよ。ヲzどもは」楽しいことを した いか

ら。だ か ら子 どもに とってぞ ういう親 の進 言は訪 得力が な いのよね。ただ の教えだか ら。子

どもにば経駿が伴 っていな いわ げだか ら、や ってみな いと分か らな いと子どもは思 っている。

瘡 が一侍鰐 痕ん でいた のは、分か クや す ぐ言 うと何 も1経験 さぜ て くれなか った ということ。"

(S氏 イ ンタ ビュー よ り)

Sは30代 前半、ナ ンパ歴8年 程度 で、ナ ンパ して関係 してきた女性 は数 えていない が3

ケタには達す ると言 う。東京 で長 らく活動 して きた他 、全国各地域、海外 まで遠征 してナ ン

パす る とい う。現在 はその腕 前を活 か し、ナ ンパ講師 として活動す る。医師 の父 と専業主婦

の母 を持 ち、3人 兄弟 の長男 として都 市部 で育 った。私立の進 学高校 に通い、東京 の一流大

学の文系学部 で学 んだ経験 を持っ。この よ うな経歴 を持っ 自分 を、どの階層 に位 置す るかで

捉 えたが るのがSの 特徴 だ った。 「カース ト」 とい う強い ニュアンス を持っ言葉 を多用す る
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こ とか らも、Sの エ リv-・一・ト意識 が垣 間見 える。ただ、彼 自身 の認識 では 「ホ ンモ ノの上層部

と言 うわ けではない し、下層 で もない」。 この階層意識 とナ ンパ行為 とを結 びっけ るのがS

のス トー リーの特徴だ った。ある意味屈折 してい るとも言 えるエ リー ト意識 が彼 の 自己認識

像 を示唆 してい る。筆者 との対話 において、彼 が話題 に したのはおお まかに言 って 、過去 の

生育環境や 出 自、友人 関係 、異 性関係 にっ いてであるが、いずれ も直接 的にはナ ンパ にっ い

ての話題 で はな く、ナ ンパ を始めた頃の時点を中心に してその動機 を間接 的に語 っている体

とな ってい る。

Sは 自己の比較的高階層の出 自に疑問 を持 ち、反発 と してのナ ンパ行為 を していた こと

を明 らかに してい る。ただその結果 、当初感 じていた よ うな階層 を越境 して他者 と交 わるよ

うな ことはな く、結局は 自己の階層 的なポジシ ョンを確認 していった よ うな作業 であった こ

とも自認す る。ナ ンパ とい う行為 を通 して、文化 ・経済的 な豊 か さ/貧 しさを他者 と比較 し、

自己の相 対的な立 ち位置 を探 っていた と評価 できる。

Sは 自身 の階級意識 か ら友情 関係 を結び に くい こ とを 自己分析す る。Sは 友情 関係 への強

い希望 を持 ちなが らも、度重 なる挫折経験か ら友情関係 を結ぶ こ とを諦めていた。異性愛 関

係 にお いては友情 関係 にお いて求 める もの(「 同志感」)を 期 待 しなが らも、半 ば諦 めた よ う

な形 で関係 を理解 していた。それ にも関わ らず、同志的 な交 わ りを持 てそ うな異性 との 関係

を避 け るよ うに して、本心で はあま り関係 したい よ うな タイプではない、違 う階層の女性 を

ナ ンパ していた。

また、恋愛 におい て関わ っていた女性 も 自らの階層 よ り下で あった と言 う。彼 女 との関係

の親密性 が上 がってい くにっれ て、耐 えきれな くな り挫 折 して しま った。彼 において恋愛 と

は一対一 の人 間関係 の密度 を高 めて行 くこ とで あ り、そ こに耐 え られ な くな る と逃避 す るよ

うにナ ンパ に舞 い戻 ってきた とい う。彼 の 中でナ ンパ とは逃避 であ り、浅い人間関係 を繰 り

返す ことであった。

Sの 述懐 は主に、① 自己の出 自/階 層性へ の疑 問 とその反抗 ②親密 な関係 への強い期待

と諦 め か らなる。① か らは 自分 とは違 う階層の人間 とコ ミュニケー シ ョンす るこ とを志 向

させ 、② にお いてはナ ンパ を逃 避行動 としてや ってい るこ とが明 らか にな った。

Sの 場合 、他者 と比較 して 自分が優位 に持 って しま ってい るものへの疑問 と後 ろめた さと、

高い水 準の親密性 への諦 め といわばそ の逆作用 の働 きがナ ンパ行為へ と向か わせ た動機 と

な ってい る。また、Sは ナ ンパを始 めた ころ と現在 の変化 はない とい う。希 望が挫 かれ た と

ころか ら 「堕落」 としてナ ンパ を始 めたが、そ の 「堕落」 も自 らフェイ クであ った評価 し、

逃避 で あったた めナ ンパす る前 とナ ンパ を してい る今 では大 きな認識 が変わ らないが、諦 め

を確認す る とい う意味 はあった よ うだ。

■4-2ケ ース2～ ナ ンパ が手放 せな いTの 場合 ～

"あ ん ま クナンパ は うま くいか な いん ですよ
。た まに うま ぐい ぐか らは ま っちやうみた い

な。困 難だか らこそは まるん でずよ。あれ ですよ。たぶん 勉のス は、仕事 でその欲求みた い

な ものを満 た すと いうか、ぞ うすべきところと、僕 はな いか らぞ うな っ右やってるみた いな"

`ス周不信 な どうですか
。感 じな いですか。 ナンパ を経 て、感 びな いですか?

女 の子信 びよ うと思 っτるん ですげど、 でも暇だ か らの配 なん ですよね。

女 の子 を信 びら初な いな と思 って"
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"なんかあれ ですね
、 きっとも うす ぐできな ぐな る0や な いですか。40前 となる と。 ぞ う

した らど うな ってい ぐんだ ろ うと思 って。みんな 子供作 った クして'、生 きが いみた いな もの

を得 てい くけ ど、、、でも勉にや っぱな いか δでしょ う。面 白いもの と、か、自分の技 とか とは

言わな いま でも、なん とな ぐ自分 にば できるみた いな ものが ナンパ なん です"(T氏 イ ン

タ ビュー よ り)

Tは30代 半ば、ナ ンパ歴5年 程度 で関係 してきた女性 は10人 程度 のかな り 「控 えめな」

ナ ンパ 師であ る。池袋 を主 な活動拠点 とし、それ もかな り限 られ た場所 で しかや らない とい

う。場所 に対す るこだわ りが あ り、イ ンタ ビューでは 「ナ ンパ をや め るには池袋 か ら遠 くに

住 まない とい けない」とまで言 ってい る。活動実績 も控 えめで 自ら場所 の制 限を してい るの

に も関わ らず 、彼 がナ ンパ師 を 自認 しナ ンパにあ る種取 り慧かれ 「や め られ ない」と語 るよ

うに、彼 はナ ンパ に対 して強 い思 い入れ がある。

大学時代 、見た 目がパ ッとしない友人 がナ ンパ してい るのを見 てナ ンパ の世界 に興味 を持

っ よ うになったTは ナ ンパ ブ ログを閲覧す る よ うになった。また同時期 にSNSを 通 じて見知

らぬ女性 と関係 でき ることが分 かった。ナ ンパ を始 める よ うになってか らも成果 は芳 しくな

い が、続 けてい る とた まに成功が得 られ る。す る とその成功体験 が忘れ られ な くなった と言

う。プ ロセスで苦労 したか らこそ、また稀 に出会 う成 功 は手放せ な くなるよ うな魅 力が ある

とギャンブル に例 えてTは 言 う。それ ゆえ半 ば行為 に飽 きてきているにも関わ らず行為 を辞

める ことはない。自身で もこの よ うな嗜癖 状態 は よくない と思 ってい るが、実際の ところは

や めたい とは思 っていない らしい。

またTは 好み のタイ プの女性 を明確 に意識 してい るが、好み のタイ プの女性 とは関係 で き

てい ない。ナ ンパでで きた彼 女 も理想 のタイプではな く、それ ゆえ不満 を持 ち続 けてい るが、

彼女 が他 の異 性関係 に向か うことを不安が る。彼 女へ の貞節願望 の反面、T自 身 は他の女性

をナ ンパ し関係す る ことで 「安心」す る とも述べ てい る。関係 す る特定女性への浮気の不安

を複数の女性 と関係 す る ことに よ り分散化 させ てい る。

Tが ナ ンパ を続 けてい る理 由は孤独 と他者へ の優位 性 にある。会社 の同僚や友人 に対 して

ナ ンパ をで き ることがある程度 ステー タスで あ り、自分の優位 を示せ るもの として捉 えてい

る。

、Tが ナ ンパ を続 けてい る理 由はナ ンパの ギャンブル性 にあるが、これ も多 くのナ ンパ師が

ナ ンパの魅力 として挙 げるものである。個人差 はあ るがナ ンパは行 為の性質上 、多数の見知

らぬ異1生にアプ ローチ してその ご く一部 としか関係 で きない。ゆえにナ ンパ師 は女性が 自分

に対応 して くれ るか見極 め る作業 を行 う。Sも 「ナ ンパ は選別 が ほ とん ど」 と語 ってい る。

自分 に対応 して くれ る 「行 け る」女性 を志 向す るよ うにな る結果 、好みの タイプの女性 と関

係 で きず にジ レンマ を抱 えてい るのがTの 場合 と言 える。この こ とは特 に手練 を 自認 しない

ナ ンパ師 に多か った。また、Sに よれ ばナ ンパのマ ッチ ングは 「同階層」の人間 に起 こ りえ

ることで あ り、好み の女性 を落 とす ことができる とい うナ ンパ 師 も結局 は 「行 け る」女性 と

マ ッチ ング してい るに過 ぎない との見方 もで きる。

TもS同 様 にナ ンパ を始 めた動機 を明確 に意識 していないが、理想 の 関係性 を営めないゆ

えにナ ンパ を繰 り返 す とい う意味では同様 であった。

■4-3現 代のナ ンパ の意 味～ 自己啓発 と嗜癖 、ある いは逃避～

イ ンタ ビューの結果 、ナ ンパ を始 めた理 由やナ ンパ の意味 として多かったのは、青春 時代

にお ける性愛 コンプ レックス(「 非モテ コンプ レックス」 と語 る者 が多かった)で あ る。 あ
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るイ ンタ ビューイはナ ンパの 目的 として、 「学生 時代 に無視 されていた ギャルへの復讐 」 と

語 り、 「ナ ンパ とは女性 に対す る悪意」 と語 るものもいた。Sの よ うに育 ちや家庭への恨み

を話す もの もいた。

Tの よ うにナ ンパ をゲー ムや ギャンブル の よ うに捉 え、数 を増や した り、成功の確 率 を上

げる快楽 があ ることも続 け られ る理 由 として語 るものが多か った。

論者 がイ ンタ ビュー した21人 の中には、おお よそSの よ うな 「自己の過 去」 にその意 味

を求 めるものが多 く、意 味 を自覚 していない者 の中ではTの よ うな 「嗜癖」的 に辞 め られ な

い と語 るものが多 く、そ の特徴 として記述で きる。

またSの 述懐 が興 味深 いのは、彼 は明確 な 自己の 出 自や家への反抗 としてナ ンパ を捉 えて

い る点 である。 この点 は1960年 代 までのオール ドなナ ンパ の意 味 と同 じであ る。 さらにS

もTも 他 にイ ンタ ビュー したナ ンパ師 も、とい うよ りナ ンパ 「師」はほ とん ど日常的 にナ ン

パ を してお り、Tの よ うに嗜癖 的な ものを 自覚 してい るものい る。例 えば これ らは60年 代

以降隆盛 を極 めた 「消費」的 なナ ンパ とっなが るものはないだ ろ うか?

全体的 にナ ンパ 師が語 るナ ンパ の動機 や意味 として 「気 に入 らない過去 の 自己」への対処

と言 えそ うである。それ が例 えばSの 場合 は家族 である し、他 のナ ンパ師では 「非モテ コン

プ レックス」であ る し、「彼 女 どころか友だ ちがいなかった～中略～暗い青春」(リ ーマ ンナ

ンパマス ター:2009)で あ るのだ。 この こ とは2章 で も記述 した よ うに、2000年 以降のプ ロ

グナ ンパ文化 に特徴 的な ことでもあった。かっての 自分 への対峙、それ を 「自己啓発」的な

意味 と呼ぶ とす ると、現在ナ ンパ を してい るものた ちに とっての意味 のひ とっで はないか?

そ して、何 か しら動機 を持 って始 めたこ とが嗜癖的 にや め られ な くなってい るこ とも確認

され た。ナ ンパ を辞 め られ ない嗜癖的 な現実 は、80年 代的 な消費 とも違 うだろ う。

もちろん これ らが現代 なおス トリー トに立っ者 た ちの意 味で あ る と断定す ることはで き

ない。 なぜ な ら、そ もそ も90年 代後半以降や は りナ ンパ の意味 は場所 の拡散 によって、見

えない ものになってい るか らである。

■おわ りに

現代 のナ ンパ は社会 に よって意味付 け られ るもの ではない。ある種、さま ざまな 自己がそ

れぞれ意味 を規定 してい るのであ る。

われ われ の現実 にお いて、 自明 なものは も うな にもない。 自明性 の喪失 自体 が、

全 く自明になってい るのだ。～中略～ 現在 を生 き るとい うことは、価値 のコルセ

ッ トをっ けて生 き ること、大 きな理念や制 度の型 にはま って生 き るこ とで はない

の だ。 人 は 自分 が何 で あ る か を 自分 で決 め な けれ ば な らな い。(Bolz1997

=1998:3-4)

ま さに、この よ うな現実 において社会で はな く、自分 で 自身 を規定す るためにナ ンパ師た

ちがそ の営み を してい るとす ると、果た して彼 らは 「軟 派」なのだ ろ うか?い や 、全 くもっ

てそ の逆 ではないか?

もはや反抗す る社会 はない。もはや謳 歌す る消費 もない。ラデ ィカル な恋愛革命 でもない。

もはや都 市 に意味 はない。それで も彼 らは今夜 も路上に立 ってい る。いったい彼 は どこか ら

来たのか。彼 は何者 なのだ ろ うか。彼 の 目には何 が映 ってい るのだ ろ うか。それ はもはや学

問的 な分析 を超 えて、彼 自身 に しか分か らない ものだ。本論文 はその彼 の過去 の姿 を明 らか

に した。しか し、彼 が これか らどこへ向か うのかは分 か らない。彼 は 自分 を見っ めてい るの

か も しれない。 しか し、彼 は間違い な くわれ われの 同時代人 である。
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iこ れ らの場合 の行 為 もそれぞれ 「ナ ンパ 」 と呼ばれ るこ とは あるが、あ くまで もそ

iiナ ンパ 師R氏 の イ ン タ ビュー よ り

iiiナ ンパ 師K氏 へ の イ ン タ ビ ュー よ り

・・た だ
、ナ ンパ の動機 はナ ンパ師 ごとに微 妙 に違 う。過 去 の女性 不信 を克服す るた

めにや る と言 う者 、面 白い人 に出会いたい と言 う者 、理 由な どない と言 う者 な どさ

ま ざまであ る。個人 に よってバ ラつ きのある動機 について は興味深 く、別の機会 を

持 って検討す る余 地があ る。 よって今回 はあ くまで もナ ンパ行為 に共通す る最 も簡

単 な外的 な 目的 だけ を抽 出す る ことに した。ナ ンパ にお ける と りあえず の共通 目標

がセ ックスであ るこ とに異論 のあ るナ ンパ師 は少 ないだ ろ う
vナ ンパ 師S氏 は

、恋愛 の 「時短 」テクニ ックであ る と証言 した。

・・例 えば 自身 の プ ロ グに
、一 年 間 のナ ンパ に かか った 経 費 を計 上 し、報 告 す るナ ン

パ 師 もい る。(『ナ ンパ ブ ログ そ れ い け!ナ ンパ ンマ ン皇 の ス トナ ン、 ク ラナ ン、

ネ トナ ン体 験 談 』http://nanpaburogu.com/?p=5837)
vii坂 口は 短 期 的 に男性 とセ ックスす る傾 向 の あ る女 性 が ナ ンパ に合 いや す い か ど う

か を慎 重 に検 討 した 上 で 、 そ の 因果 関係 を強 く否 定 しない ま ま で論 を終 え る。 しか

し、 ナ ンパ 師 た ち は ナ ンパ につ い て く る女 性 は 「見 れ ば分 か る」 と述 べ る こ とが多

い し、 そ の よ うな 女性 た ち を 〈即 系〉 と呼ぶ こ とはナ ンパ 師界 で は 常識 の用 語 で あ

るか ら、 ナ ンパ 師 た ちが ナ ンパ につ い て く る女 性 た ち をそ の外 見 か ら見抜 い て い る

こ との信 慧性 は か な り高 い。
・iiiナンパ の 動機 同様

、ナ ンパ 師 に よ って そ の 目的 は違 い 、この よ うな一 般 化 を否 定

す る者 もい る。 しか し、 ナ ンパ ブ ログや イ ン タ ビュー 、ナ ンパ コ ミュニ テ ィに お け

るや り取 りを概 観 す る と、 この よ うな傾 向 が見 られ るの は 明 らか で あ る。

ixBuss
,D.M&Schmitt,D.P,1993.SexualStrategiesTheory:AnEevolutionary

PerspectiveonHumanMating.PsycholRev.

x同 上

xi同 上

xii『 週 刊 サ ン ケ イ 』1965年3月22日 号
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xiiiナ ンパ をす る際 に女性 の歓 心 を引 くた め に派 手 に着 飾 る こ とは ナ ンパ テ ク ニ ッ

ク と して基 本 的 な こ とで あ る。 著 名 な ア メ リカ のナ ンパ 師 で あ る ミステ リー とニ ー

ル ・ス トラ ウス は 〈ピー コ ック化 〉 と して提 唱 してい る し、論 者 が取 材 した ナ ンパ

塾 「アル テ ィマ ナ ンパ 学 園 」 の講 師 た ちや 生 徒 も、ナ ンパ の とき はす れ 違 え ば誰 も

が振 り向 く レベ ル の派 手 な フ ァ ッシ ョン に身 を包 んで い た 。

xiv『 女 子 大 生 を プ レイ メイ トに 女 を知 れ!』(66年2号)『 女 子 大 生 が許 すT・P・0/女 性

大 性 キ ラー ・宇 能 鴻 一 郎 氏 の体 験 的 発 言 』(67年4号)『 新SEX喫 茶 学 入 門』(69年27号)

な ど

xv統 計 局
,2015,「 平 成22年 基 準 消 費 者 物 価 指 数 」

http://㎜.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001033702&cycode=0

xvi公 益 財 団 法 人 消 費 者 教 育 支 援 セ ン タ ー
,公 益 財 団 法 人 生 命 保 険 文 化 セ ン タ

ー
,2012「 高 校 生 の 消 費 生 活 と生 活 設 計 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査 報 告 書 」

http://㎜.jili.or.jp/press/2012/pdf/h24-hs-enquete-report.pdf

xvii前 出 の 「週 刊 サ ン ケイ 」 の記 事 で も 「最 近
、銀座 は 百姓 が い っぱ い 出 る よ」 な ど

とい う証 言 もあ り、 千葉 や 埼 玉 か らわ ざわ ざ遠 出 して くる フー テ ンもい た よ うだ。

ま た 、1967年 の 時 点 で は フー テ ン族 は ご く一 般 的 な家 庭 か ら も排 出 され て い る と難i

波 功 士 は述 べ て い る。(難 波:2007)

xviii『 週 刊 プ レイ ボ ー イ 』1974年20号

xix1960年 代 にパ ー テ ィ・一会 場 で ナ ンパ を して い た よ うな記 録 は残 っ て い るが 、見 知

らぬ人 び との新 しい 出会 い とい うよ り、む しろ仲 間 内 の集 ま りで あ った よ うで あ る。

(『週 刊 サ ンケ イ 』1965年3月22日 号)

xx(『SPA!』1994年9月14号)

xxi(『 週 刊 大 衆 』1999年12月13日 号)

xxii出 会 い 系 サ イ トが 出現 した の も この 頃 で あ る
。(荻 上:2011)

xx1112006年 にSNSサ イ ト 「mixi」を使 ってナ ンパ していた男性 は 「女性 の 日記 を検索 して、

例 えば 『男 と別れ た』 と書いて あれ ば、す ぐにメ ッセー ジを送 るんです。す ぐに返事が来て

ア ッサ リ携 帯番号 を教 えて くれ ま した よ」 と証言 した。氏 曰 く、SNSは 個人情報 を大量 に載

せ て あるので、話 しを合 わせ るの が容 易で ある との こ とで ある。

xxlv例 え ば フ ミ ト ・バ ン ク の 『た だ で ナ ン パ す る そ え!』http://fmtbank .seesaa.netな

ど。
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xxv(sanzi:2005『 即 系 物 件 』 ミ リオ ン 出 版)

xxvi例 えば佐 々木教 の よ うな1980年 当時 でナ ンパ歴20年 以上 の 「古株」ナ ンパ師 になる

ほ ど、場所 に こだわ りはない よ うで、上野や銀座 でナ ンパ を していた との証言 もあ るし、現

代 のナ ンパ師 にっい ても同 じよ うなこ とが言 える。

xxvii論 者 がイ ン タ ビュV-一したナ ンパ 師 の 中 には 一般 的 に 「ナ ンパ が 一般 的 に チ ャ ラい こ と く

らい 分 か っ て い る」 とい う者 が 多数 い た。 しか し、必 ず と言 っ て い い ほ どそ の後 に 「で も、

唯 一 無 二 の 相 手 に 出会 うた め にや って い る」や 「本 能 に従 っ て い る だ け」な どの エ クス キ ュ
ー ズ をセ ッ トに して 語 るの で あ った

。

xxviii『「若者 の性」 白書』の第2回 調査(1981年)か ら第5回 調査(1999年)に はナンパ

経験率 を質問 した項がない。第1回 、第6回 、第7回 には存在 し、抜 けた期 間の経験 率は推

察す る他 ない。また、管見の限 りでは他 にナ ンパ経験 率 を調べ た統 計はない。

xxi・21人 のイ ンタ ビュー結果 があ るが、 ここでは紙幅 の都合上おお よそ何 らかの 「意味」

が汲み取 られ るよ うな もの を2件 採用す る。
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